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　山々が紅葉を迎え、麓（ふもと）の木々も
徐々に色づき始めた 月下旬。訪れる冬に備
えて、住宅や庭木の囲いをする姿を見かける
ようになりました。『雪とともに生きるまち
・横手』の晩秋の風物詩です。（大屋新町）

秋晴れのもとで冬支度

 

主な内容主な内容
●増田まんが美術館 周年記念イベントほか… ～ 　●
拝見・おらほのまちづくり… 　●行政情報便（市からの
お知らせ）… ～ 　●地域の話題・ニュース東西南北…
～ 　●えがおの交差点… ～ 　●情報・いどばたプ

ラザ… ～ 　●読者の声… 　●巧（日本料理人）…

特集 ふるさとのふるさとの川～豊かな郷土を育む生命の源～～豊かな郷土を育む生命の源～
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 特集  ふるさとの川

ふ
る
さ
と
の

川〜
豊
か
な
郷
土
を
育
む
生
命
の
源
〜

特
集

国
土
交
通
省
の『
川
の
通
信
簿
』

は
、
河
川
空
間
の
利
用
し
や
す
さ

や
快
適
性
な
ど
を
、
市
民
と
河
川

管
理
者
の
共
同
に
よ
っ
て
評
価
す

る
も
の
。
調
査
項
目
は
自
然
の
豊

か
さ
、
水
の
き
れ
い
さ
、
景
色
、

広
場
利
用
の
し
や
す
さ
な
ど
15
項

目
で
、
こ
れ
ら
を
５
段
階
で
評
価

し
、
数
値
化
し
ま
す
。

全
国
の
６
６
５
カ
所
で
評
価
が

行
わ
れ
、
そ
の
中
で
最
高
評
価
の

『
５
つ
星
』
を
受
け
た
の
は
、
わ

ず
か
５
カ
所
。
東
北
地
方
で
は
、

雄
物
川
河
川
公
園
の
１
カ
所
だ
け

で
し
た
。
ち
な
み
に
、
雄
物
川
以

外
で
『
５
つ
星
』
と
評
価
さ
れ
た

の
は
次
の
４
カ
所
で
す
。

○
常
願
寺
川
公
園（
富
山
県
立
山
町
）

○
河
作
峡（
広
島
県
府
中
市
）

○
七
瀬
川
自
然
公
園（
大
分
市
）

○
乙
津
川
水
辺
の
楽
校（
大
分
市
）

【
公
園
内
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
】

川
へ
の
こ
だ
わ
り
か
ら
誕
生
し

た
雄
物
川
河
川
公
園
は
、
水
と
豊

か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
訪
れ
る
人

の
心
を
和
ら
げ
て
く
れ
る
、
憩
い

の
親
水
空
間
で
す
。

◎
公
園
の
周
り
の
舗
装
路
（
イ
ン

ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
）

◎
多
目
的
広
場
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
）

◎
せ
せ
ら
ぎ
水
路
・
噴
水（
水
遊
び
）

◎
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
場
（
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
な
ど
日
帰
り
キ
ャ
ン
プ
）

◎
遊
具
（
滑
り
台
、
ジ
ャ
ン
グ
ル

ジ
ム
な
ど
）

◎
芝
生
広
場（
各
種
催
し
の
開
催
）

川
へ
の
こ
だ
わ
り
が
生
ん
だ
広
大
な
親
水
空
間

水
と
豊
か
な
自
然
が
人
々
の
心
を
和
ら
げ
る

『
川
の
通
信
簿
』で
雄
物
川
河
川
公
園
に
★
★
★
★
★

佐藤 雅彦さん

雄物川地域局
産業建設課

河川公園で、
自然を満喫し
てください

　雄物川河川公園には、デイキャン
プ場を始め、さまざまな水辺に親し
む施設があり、親子連れで終日楽し
むことができます。
　川の通信簿で『５つ星』の評価を
受けてからは、さらに利用に関する
問い合わせが増え、新たに公園を訪
れる人も多くなっています。
　遊歩道の舗装、せせらぎ水路の清
掃、遊具の安全点検などの維持管理
を定期的に行い環境整備にも努めて
います。今後も多くの人が河川公園
を訪れて、川や自然を楽しんでくれ
ることを望んでいます。

市内のあちらこちらを流れる大小さまざまな川。
その流れは私たちの喉を潤し、田畑に恵みを与え、
魚や水生生物を育てます。私たちの暮らしは、川と
ともにあるといっても過言ではありません。
豊かな郷土を育む生命の源ともいうべき、地域の大
切な財産である川。私たちがこの豊かさを享受し続
けるために、〝ふるさとの川〟とどう向き合い、関
わっていくべきなのかを考えてみます。えがおの丘付近から雄物川と新雄物川橋を望む

雄 物 川

エントランス広場
芝生広場

噴水

舗装路

デイキャンプ場

トイレ管理棟

せせらぎ水路

多目的広場
駐車場

至雄物川郵便局↓←至新雄物川橋

遊具

北

【雄物川河川公園の概要】
１級河川・雄物川の河川敷右岸に位置する親水公園。
平成５年度から12年度までに整備され、面積はおよそ10㌶。
平成21年度には『第18回全国川サミット』で桜の木が記念植樹
された。同年度の国土交通省『川の通信簿』で５つ星を獲得。

１

２３

４

１_カヌーやボートを気軽に体験することができます　２_毎
年７月に開催され、イワナのつかみ取りなどでにぎわう『わく
わくフェアinおものがわ』　３_広々とした多目的広場ではグ
ラウンドゴルフやフライングディスクを楽しむ人の姿が見ら
れます　４_小さな子どもも安心して水遊びができる『せせら
ぎ水路』

か
わ 

さ 

き
ょ
う

お
と 

づ

が
っ
こ
う
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 特集  ふるさとの川

　
海
は
川
が
育
て
、
川
は
山
が
育

て
る
―
。
横
手
川
や
そ
の
周
辺
の

河
川
敷
、
上
流
の
山
々
な
ど
を
活

動
場
所
に
、
水
環
境
や
自
然
の
大

切
さ
を
呼
び
か
け
る
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、

『
横
手
川
水
辺
の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ

ス
タ
』
で
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
昭
和
62
年

か
ら
県
が
進
め
て
き
た
『
ふ
る
さ

と
の
川
モ
デ
ル
事
業
』
に
よ
る
横

手
川
の
水
辺
環
境
の
整
備
が
、
平

成
14
年
に
完
成
の
時
期
を
迎
え
、

こ
れ
を
記
念
し
て
川
を
見
守
る
活

動
や
さ
ま
ざ
ま
な
水
辺
に
親
し
む

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
こ
と
が
始

ま
り
で
し
た
。
県
か
ら
の
呼
び
か

け
で
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
活
動
し

て
い
た
団
体
と
県
、
市
な
ど
が
構

成
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
実
行
委
員

会
が
組
織
さ
れ
た
の
で
す
。

　
実
行
委
員
会
の
中
心
と
な
っ
た

の
は
、
平
成
10
年
７
月
に
設
立
さ

れ
た
『
横
手
川
と
水
環
境
を
考
え

る
会
』
で
し
た
。
同
会
は
、
昭
和

40
年
代
か
ら
続
く
横
手
川
の
水
質

汚
濁
を
危
惧
し
、
水
源
の
森
林
を

見
つ
め
、
清
流
を
取
り
戻
そ
う
と
、

行
政
区
域
の
垣
根
を
越
え
て
、
旧

山
内
村
、
旧
横
手
市
、
旧
仙
南
村

の
個
人
、
団
体
で
組
織
。
流
域
住

民
へ
の
意
識
啓
発
と
水
環
境
の
保

全
の
た
め
、
水
と
樹
木
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
開
催
や
市
民
植
樹
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
お
り
し
も
、
大
松
川
ダ
ム
が
完

成
し
た
平
成
14
年
８
月
、
集
中
豪

雨
に
よ
り
山
内
地
域
や
横
手
市
街

地
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
幸
い

市
街
地
の
方
は
ダ
ム
の
効
果
で
被

害
は
軽
微
で
す
み
ま
し
た
が
、
こ

れ
に
危
機
感
を
覚
え
た
フ
ェ
ス
タ

実
行
委
員
会
と
そ
の
関
係
者
は
、

こ
の
活
動
を
単
発
の
イ
ベ
ン
ト
に

終
わ
ら
せ
な
い
こ
と
を
決
意
。
水

辺
環
境
を
守
る
取
り
組
み
の
大
切

さ
や
、
官
と
民
の
垣
根
を
越
え
た

構
成
団
体
の
連
携
の
大
事
さ
を
訴

え
、
フ
ェ
ス
タ
の
活
動
を
存
続
さ

せ
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　
初
年
度
は
、
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル

や
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
、
水
質
調
査
、

市
民
植
樹
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開

催
に
加
え
、
ア
ユ
稚
魚
の
放
流
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
筏
川

下
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。

そ
の
後
、
ホ
タ
ル
鑑
賞
会
や
森
林

エ
コ
ウ
オ
ー
ク
な
ど
、
活
動
の
幅

を
広
げ
、
今
年
は
あ
じ
さ
い
回
廊

で
の
お
茶
会
を
開
き
、
好
評
を
得

ま
し
た
。
ま
た
、
親
水
護
岸（
※
）

の
整
備
に
と
も
な
い
水
辺
空
間
の

利
用
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
堤
防

の
草
刈
り
な
ど
の
地
道
な
河
川
管

理
に
も
目
を
向
け
、
地
域
住
民
に

よ
る
河
川
環
境
の
整
備
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

横
手
川
水
辺
の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

　水が汚れれば人間の心が汚れる、
人間の心が汚れれば川が汚れる。長
らく水環境と関わってきた中で実感
していることです。水環境が悪けれ
ば魚が棲息できなくなり、魚がいな
くなれば飲料水もダメになります。
　漁協は魚を捕るだけと思われがち
ですが、魚が住める川になるよう、
川の上流や森林を含む水環境を守る
ことも大事な務めです。私たちの財
産である川と水の大切さを、次の世
代に伝えていきたいと思います。

　川の水や自然は、利用だけしてい
ればいいのではなく、きちんと維持
管理していくことが大切です。一人
ひとりの力は小さくても、このこと
をしっかりと理解して結束すれば、
大きな力になることを、このフェス
タの取り組みは示しています。
　この取り組みが続いてきた背景に
は、民間の発想と活力が生かされる
横手ならではの気質があります。官
と民とが手を携え、この取り組みが
末長く続くことを願っています。

　フェスタのイベントは、１年を通
じて多くのボランティアによって企
画運営され、参加される方も規模も
年々増えています。知っているよう
で知らない身近なふるさとの川、水
源の森、豊かな水環境。その素晴ら
しさ、大切さを再認識していただく
とともに、景観と環境の保全活動を
次の世代に引き継ぎ、サケのように
やがては故郷に戻り地域を支えてく
れるような人づくりと交流の輪を拡
げていきたいと考えています。

１_毎年６月に行われるアユの稚魚の放流　２_クリーンアップにはのべ
数千人の市民が参加　３・５_紫陽花回廊運動の植樹整備はフェスタの象
徴的な取り組み　４_小学生がラフティングを体験　６_今年の水環境公
開研修会では増田町出身で埼玉県朝霞市の市議会議員・藤井由美子氏が
講演　７_河川敷で行われているグラウンドゴルフ大会　８_森林体験エ
コウオークでは横手川の支流の沢やその周辺の森林を巡る　９_今年７月
に初めて開かれた『横手川と紫陽花に親しむ茶会』　10_渇水時の旭川（横
手川）は子どもたちの格好の遊び場だった。この時代の川を取り戻したい
との思いがフェスタに集う人々の原動力（昭和33年夏）

（後列左から）溝渕美穂さん、佐藤舞さん
（前列左から）今野佳澄さん、斉藤直美さん、加藤明美さん

　屋外での本格的なお茶会は、みんな初めての体験で
した。横手川は毎日の通学で見慣れている川なので、
その川をきれいにする取り組みの一環として行われた
お茶会に参加できたことと、お天気にも恵まれ、自然
を楽しみながらお茶を楽しめたことが、とてもうれし
く感じられて、気持ちが良かったです。
　朝、学校に向かうときに、川の流れがきれいで川面
がキラキラと光って見えると、「今日も一日がんばろ

う！」と気合いが入りま
す。今回のお茶会は、横
手の人たちが川の水をき
れいにしようと取り組ん
できたからできたことだ
と知り、水の大切さを再
認識しました。
　今年は３年生にお茶を
点ててもらいましたが、
次は私たちの出番です。
横手の自然の豊かさとき
れいな水の大切さが伝わ
るよう、精一杯がんばり
たいと思います。

谷口 貞三さん 三浦 正信さん 下タ村正樹さん

お茶会を通じ、きれいな水の大切さを実感
横手城南高校茶道部のみなさん

横手川水辺のふれあい
フェスタ実行委員会
副会長

建設業協会青年部（当時）の
立場で、フェスタ実行委員
会の立ち上げから関与。三
又建設㈱代表取締役。

平成14年当時、県平鹿地域
振興局建設部次長として、
フェスタ実行委員会の立ち
上げに尽力。秋田市在住。

元横手川漁業協同組合長。
長年、漁協理事として水環
境の保全や監視に尽力。平
鹿町出身、美郷町在住。

横手川水辺のふれあい
フェスタ実行委員会
顧問

横手川水辺のふれあい
フェスタ実行委員会
監事

魚が住める川を守ることは
地域の大事な務め

地域が結束すれば水環境を
守る大きな力になる

ふるさとの川の良さを通し
て交流の輪を拡げたい

※かつては安全性を優先してコンクリートや鋼矢板による直立護岸が多く作られましたが、近年は
　親水性や景観を意識して、自然の材料を取り入れた緩傾斜や階段型の親水護岸が増えています。

年
間
を
通
じ
て
ふ
る
さ
と
の
川
や
森
に
親
し
み
、

水
と
緑
を
守
る
取
り
組
み
を
実
践

１

２

３

４５

６７８

９

10

～豊かな郷土を育む生命の源～
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素
朴
な
喜
び
を
く
れ
る
伝
統
の
川
漁

雄
物
川
の
恵
み
を
守
り
続
け
た
い

県
南
漁
業
協
同
組
合

　
雄
物
川
で
は
昔
か
ら
川
漁
が
盛

ん
に
行
わ
れ
、
そ
こ
に
は
多
く
の

人
々
が
携
っ
て
き
ま
し
た
。
川
や

海
の
恵
み
を
受
け
る
た
め
に
漁
業

者
が
集
ま
り
、
法
人
と
し
て
組
織

さ
れ
た
漁
業
協
同
組
合
。
雄
物
川

町
薄
井
地
区
に
は
、
組
合
員
数
約

６
６
０
人
の
県
南
漁
業
協
同
組
合

が
事
務
所
を
置
い
て
い
ま
す
。

　
組
合
で
は
、
川
魚
を
取
る
こ
と

だ
け
で
な
く
、
ア
ユ
や
コ
イ
な
ど

の
稚
魚
を
放
流
し
、
生
態
系
の
維

持
に
も
配
慮
。
ま
た
、
河
川
の
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
や
不
法
投
棄
の
監

視
、
汚
水
の
垂
れ
流
し
の
監
視
な

ど
環
境
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
雄
物
川
も
昔
に
比
べ
る
と
水
質

が
悪
化
し
、
生
息
す
る
魚
の
種
類

や
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
組
合

で
も
清
流
の
維
持
を
考
え
な
が
ら

地
域
の
人
た
ち
と
協
力
し
、
今
後

も
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

き
れ
い
な
流
れ
は
地
域
の
財
産

清
流
の
大
切
さ
を
次
世
代
に
伝
え
る

三
又
渓
流
ま
つ
り（
麓
友
会
）

　
山
々
か
ら
流
れ
落
ち
る
多
く
の

沢
が
、
源
流
と
な
っ
て
横
手
川
に

注
ぐ
山
内
三
又
地
区
。
そ
こ
で
、

清
流
を
取
り
戻
す
た
め
の
川
の
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
や
水
辺
環
境
の
保

全
活
動
、
砂
防
ダ
ム
の
水
辺
と
緑

を
活
用
し
た
『
遊
水
の
里
』
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
昭

和
63
年
に
貝
沢
集
落
の
住
民
で
結

成
さ
れ
た
山
内
麓
友
会
で
す
。

　
同
会
で
は
、
毎
年
８
月
14
日
に

横
手
川
上
流
部
の
沢
で
渓
流
ま
つ

り
を
開
催
。
子
ど
も
た
ち
に
魚
の

つ
か
み
取
り
や
渓
流
釣
り
を
体
験

さ
せ
た
り
、
イ
ワ
ナ
の
塩
焼
き
や

水
車
で
挽
い
た
手
打
ち
そ
ば
を
ふ

る
ま
う
こ
と
で
、
清
流
の
大
切
さ

を
伝
え
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
で

す
。
お
盆
の
帰
省
客
な
ど
こ
の
行

事
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
人
も
多

く
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も

一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

　漁業協同組合の組合員は川の環境
事業にも取り組みながら、川漁をし
ています。
　ここ雄物川地区で、なじみのある
『ためっこ漁』は冬期間の12月中旬か
ら２月にかけて行われます。『ため
っこ』と呼ばれる川の流れの緩やか
な場所に柳の若木を沈め、そこに棲
む小魚を専用の網を沈めて取ってい
ます。川漁は素朴な喜びや楽しみを
私たちに与えてくれます。
　雄物川の環境を守りながら、川か
らの恩恵をこの後も残していきたい
と思っています。

佐藤 政彦さん
　渓流まつりは、イワナやニジマス
を放流して渓流釣りやつかみ取りを
楽しんでもらうイベントとして開催
しています。川岸の草刈り、橋や水
車小屋の補修など、この行事のため
に周辺の環境整備には１年を通して
手をかけています。
　上流に砂防ダムが建設されていた
頃は、魚が少なくなった時期もあり
ましたが、工事がひと段落して、数
年ほど前からカジカの姿も見られる
ようになりました。清流は私たちの
大切な財産。地域みんなで守ってい
きたいと思っています。

石沢 達雄さん

●
下
水
道
へ
の
加
入
、
合
併
処
理

　
浄
化
槽
の
設
置
を

　
市
で
は
、
下
水
道
が
使
え
る
地

域
の
方
は
下
水
道
へ
の
加
入
を
、

下
水
道
が
使
え
な
い
地
域
の
方
に

は
、
ト
イ
レ
の
排
水
だ
け
で
な
く

台
所
や
風
呂
な
ど
の
生
活
排
水
を

き
れ
い
に
処
理
で
き
る
合
併
処
理

浄
化
槽
の
設
置
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
市

の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
コ
ン
ポ
ス
ト
で
堆
肥
化
を

　
調
理
く
ず
や
残
飯
な
ど
は
、
水

切
り
袋
や
目
の
細
か
い
ス
ト
レ
ー

ナ
ー
な
ど
を
使
っ
て
、
で
き
る
か

ぎ
り
回
収
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
回
収
し
た
も
の
は
な
る
べ
く

堆
肥
化
し
ま
し
ょ
う
。
堆
肥
化
用

の
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
）
に
は
、

市
の
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
油
な
ど
は
排
水
に
流
さ
な
い

　
揚
げ
油
は
熱
い
う
ち
に
こ
し
て

冷
暗
所
に
置
い
て
お
け
ば
、
次
の

機
会
に
注
ぎ
足
し
て
何
度
で
も
使

え
ま
す
。
使
う
量
の
少
な
い
炒
め

物
な
ど
に
も
利
用
し
て
、
捨
て
ず

に
使
い
切
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し

ょ
う
。
ど
う
し
て
も
残
っ
て
し
ま

っ
た
古
い
油
は
、
牛
乳
パ
ッ
ク
に

詰
め
た
ボ
ロ
布
や
新
聞
紙
に
し
み

込
ま
せ
て
、
燃
え
る
ご
み
と
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
洗
剤
や
漂
白
剤
に
も
気
配
り
を

　
油
汚
れ
や
ソ
ー
ス
が
残
っ
た
食

器
は
、
古
新
聞
な
ど
で
き
れ
い
に

拭
い
て
か
ら
洗
い
ま
し
ょ
う
。
洗

剤
や
水
の
量
も
洗
う
時
間
も
節
約

で
き
ま
す
。

　
洗
濯
の
時
も
、
石
け
ん
や
洗
剤

は
決
め
ら
れ
た
量
を
量
っ
て
使
い

ま
し
ょ
う
。
漂
白
剤
は
塩
素
系
を

避
け
、
酸
素
系
の
も
の
を
使
い
ま

し
ょ
う
。

１_魚のつかみ取りに夢中になる子ども
たち　２_砂防ダム下流での渓流釣り　
３_水車小屋や護岸の手入れも大事な務
め　４_今年はあいにくの雨でした…

山内麓友会会長

魚が棲息でき
る清流は地域
の大切な財産

県南漁業協同組合
代表理事組合長

雄物川の恵み
を後世に残し
たい

～豊かな郷土を育む生命の源～

１
２

３

４

ろ
く
ゆ
う

１_雄物川で冬場に
行われている伝統的
な『ためっこ漁』　
２_資源の枯渇を防
ぐためのコイの放流
３_水質や水辺の生
き物を学ぶ小学生の
学習では講師も務め
る　４_５月から６
月にかけて行われ
るウグイ漁

１

２

３

４

横
手
の
川

　
市
内
を
流
れ
る
川
は
、
１
級
河

川
だ
け
で
も
22
を
数
え
、
準
用
河

川
も
８
つ
あ
り
、
河
川
法
上
の
川

は
30
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　
１
級
河
川
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

雄
物
川
水
系
の
河
川
で
、
市
内
の

河
水
は
ほ
ぼ
雄
物
川
を
伝
い
海
に

注
い
で
い
ま
す
。
大
森
地
域
を
流

れ
る
坂
部
川
だ
け
は
、
子
吉
川
水

系
の
１
級
河
川
で
す
。

　
雄
物
川
右
岸
に
広
が
る
平
野
部

に
は
、
古
く
か
ら
用
水
路
が

張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
、

肥
沃
な
土
壌
を
育
て
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
横
手

は
ま
さ
に
〝
川
の
ま
ち
〞
と
言
っ

て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
そ
の
流
れ
の
集
大
成
で
あ
る
雄

物
川
は
、
山
形
県
と
の
県
境
に
あ

る
大
仙
山
か
ら
秋
田
市
の
河
口
ま

で
長
さ
は
１
３
３
㌔
、
流
域
面
積

は
秋
田
県
の
40
％
を
占
め
る
県
内

　
　
　
最
大
の
河
川
。
約
80
種
類

　
　
　
　
の
淡
水
魚
が
生
息
し
て

　
　
　
　
　
い
る
と
言
わ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
ま
す
。

　

坂部川
楢岡川

上溝川
横
手
大
戸
川

武
道
川

狙
半
内
川

七滝川

地竹川

皆瀬川

横手川

成瀬川

浄法寺川

矢神川

大納川

頭無川

厨川

中ノ目川

大倉沢川

岩の目沢川

皿川

横手杉沢川

松川

山内黒沢川

南川

吉ヶ沢川

中ノ又川

坂の下川
知恵ヶ沢川

寄木川

湯の沢川

雄
物
川

１級河川
〈雄物川水系〉
　雄物川、楢岡川、横手川、
　厨川、横手大戸川、頭無川、皿川、
　横手杉沢川、山内黒沢川、岩の目沢川、
　松川、大倉沢、武道川、大納川、上溝川、
　七滝川、浄法寺川、地竹川、皆瀬川、成瀬川、
　狙半内川
〈子吉川水系〉坂部川
準用河川
　中ノ又川、知恵ヶ沢川、吉ヶ沢川、寄木川、坂の下川、
　矢神川、南川、湯の沢川

家
庭
で
で
き
る
生
活
排
水
へ
の
気
配
り×

少しの意識付け
で、川の汚れは
減らせます。
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私
た
ち
が
生
き
て
い
く
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
水
。
飲
み
水
と
し
て
直
接
口
に
入
る
だ
け

で
な
く
、
農
作
物
や
魚
を
と
お
し
て
、
私
た
ち
は

と
て
も
多
く
の
生
き
る
源
を
、
川
か
ら
の
恵
み
と

し
て
受
け
取
っ
て
い
ま
す
。

　
１
９
６
０
年
代
の
高
度
経
済
成
長
に
よ
り
、
私

た
ち
の
生
活
は
非
常
に
豊
か
に
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
一
方
で
川
の
水
は
汚
れ
て
い
き
ま
し
た
。
水

が
お
い
し
く
な
い
、
川
魚
が
捕
れ
な
い
、
魚
が
ま

ず
い
…
。
そ
れ
ら
は
す
べ
て
川
の
水
の
汚
れ
に
よ

る
も
の
で
し
た
。
経
済
性
や
利
便
性
ば
か
り
に
目

が
向
き
、
水
環
境
や
生
態
系
へ
の
配
慮
に
欠
け
た

時
代
が
確
か
に
あ
っ
た
の
で
す
。

　
今
回
の
取
材
で
は
、
そ
う
し
た
状
況
に
危
機
感

を
覚
え
、
川
に
再
び
清
ら
か
な
流
れ
を
取
り
戻
そ

う
と
取
り
組
む
多
く
の
人
に
出
会
い
、
私
た
ち
は

い
ま
一
度
、
水
の
大
切
さ
を
見
つ
め
直
す
必
要
が

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
谷
口
貞
三
さ

ん
の
次
の
言
葉
が
強
く
心
に
残
り
ま
し
た
。

　
水
ほ
ど
自
己
表
現
し
な
い
も
の
は
な
い

　
丸
い
器
に
入
れ
れ
ば
丸
く
な
り

　
四
角
い
器
に
入
れ
れ
ば
素
直
で
弱
々
し
い

　
し
か
し
　
怒
る
と
最
終
的
に
は
岩
を
も
砕
く

　
そ
う
し
て
ま
た
威
張
る
こ
と
も
な
く

　
万
物
に
恵
み
を
与
え
て
く
れ
る

　
川
や
水
は
、
た
だ
利
用
す
る
こ
と
だ
け
を
考
え

る
の
で
は
な
く
、
水
が
も
た
ら
す
恵
み
や
脅
威
を

正
し
く
理
解
し
、
上
手
に
つ
き
あ
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
水
と
緑
に
囲
ま
れ
た
横
手
市
。
豊
か
な
自
然
の

象
徴
で
あ
る
〝
ふ
る
さ
と
の
川
〞
を
守
り
、
次
代

に
引
き
継
ぐ
こ
と
は
、
こ
こ
に
暮
ら
す
私
た
ち
の

使
命
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 特集  ふるさとの川 ～豊かな郷土を育む生命の源～

〝ふるさとの川〟を次代につなぐために
釣
り
キ
チ
三
平
の
ふ
る
さ
と

　私の少年時代は、山や川が遊びの場
であり、自然そのものが身近でした。
しかし、今の子どもたちは、自然を体
験する機会が少なくなっていると思い
ます。そんな子どもたちに『釣りキチ
三平の里』体験学習館を活用し、自然
に親しむことで、森や川の大切さを肌
で感じてもらいたいと思っています。
　そのためには、森や水環境を守って
いくことが大事だと強く感じています。
これからも地域のみなさんのご協力を
いただきながら、地域の資源を活かし
心と心がかよいあう体験にしていきた
いと思います。

白澤　進 さん

『釣キチ三平の里』体験学習
館・受入担当

地域の資源を活
かし心と心がか
よいあう体験に

１_狙半内川源流域の生き物観察　２_笹舟を作
りみんなで競争　３_ナラの木を使っての炭焼き
体験　４_森の大切さを知るブナの森観察

１

３

４

２

み  

ひ 

ら 

さ
ん 

ぺ
い

　
人
と
自
然
、
そ
し
て
ふ
る
さ
と

を
描
い
た
作
品
を
数
多
く
手
掛
け

る
漫
画
家
・
矢
口
高
雄
氏
。
自
身

の
少
年
時
代
の
生
活
を
基
に
し
、

主
人
公
の
三
平
三
平
が
山
と
川
を

愛
し
、
自
然
の
中
で
釣
り
を
通
し

て
活
躍
す
る
『
釣
り
キ
チ
三
平
』

が
代
表
作
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
矢
口
氏
の
出
身
は
増
田
町

狙
半
内
地
区
。
こ
こ
は
ま
さ
し
く

『
釣
り
キ
チ
三
平
』
の
ふ
る
さ
と

で
す
。
周
囲
を
山
々
に
囲
ま
れ
、

谷
を
沿
う
よ
う
に
狙
半
内
川
が
流

れ
集
落
が
存
在
。
里
山
を
覆
う
ブ

ナ
の
森
、
季
節
ご
と
に
楽
し
め
る

豊
富
な
山
菜
、
イ
ワ
ナ
や
カ
ジ
カ

が
生
息
す
る
清
ら
か
な
川
、
そ
こ

に
暮
ら
す
人
々
の
人
情
、
ま
さ
に

日
本
の
原
風
景
と
い
え
ま
す
。

　
こ
の
自
然
豊
か
な
地
域
の
特
色

を
活
か
そ
う
と
、
狙
半
内
地
域
セ

ン
タ
ー
（
旧
増
田
東
小
学
校
）
を

改
修
し
『
釣
り
キ
チ
三
平
の
里
』

体
験
学
習
館
が
今
年
６
月
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
体
育
館
や
宿
泊

施
設
を
備
え
、
近
く
に
は
釣
り
堀

や
キ
ャ
ン
プ
が
楽
し
め
る
『
ふ
れ

あ
い
農
園
』
や
『
天
下
森
ス
キ
ー

場
』
も
あ
り
ま
す
。

同
館
で
は
、
自
然

に
親
し
み
、
そ
の

大
切
さ
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
源

流
域
の
生
き
物
観

察
や
ブ
ナ
の
森
観

察
な
ど
26
種
類
の

体
験
メ
ニ
ュ
ー
を

設
け
、
地
域
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
指
導
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。
す
で
に
、
小
学
校
の

セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
や
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
な
ど
、
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
体
験
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
ん
が
美
術
館
に
は
「
見
上
げ

れ
ば
山
、
見
わ
た
せ
ば
山
、
喫
茶

店
も
映
画
館
も
デ
パ
ー
ト
も
な
い
、

山
ン
中
の
ボ
ク
の
村
、
好
む
と
好

ま
ざ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
山

と
川
が
ボ
ク
の
遊
び
場
で
あ
り
、

勉
強
部
屋
で
あ
っ
た
」
と
、
矢
口

氏
が
ふ
る
さ
と
の
生
活
を
振
り
返

っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
〝
釣
り
キ
チ
三
平
の
ふ

る
さ
と
〞
狙
半
内
地
区
は
全
域
が

勉
強
部
屋
で
あ
り
、
山
や
川
は
生

き
た
教
科
書
で
す
。
こ
の
素
晴
ら

し
い
環
境
の
中
で
経
験
で
き
る
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
を
、
ぜ
ひ
次
代
を

担
う
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
味
わ

っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

矢口高雄氏の作品『岩魚止めの滝』

　この特集で取り上げた施設や取り組みについ
て、詳しく知りたい方は、下記までご連絡くだ
さい。
■雄物川河川公園
　雄物川地域局産業建設課　　　 　22-2187
■横手川水辺のふれあいフェスタ実行委員会
　事務局：横手地域局産業建設課 　32-2718
■『釣りキチ三平の里』体験学習館 　45-9020

■取材／編集　市長公室広報広聴担当
　　 　　　　　　　　　　　　　　35-2162

成瀬川の支流・狙半内川の渓流から川口橋を望む

み
ど
り
豊
か
な
山
と
川
、自
然
と
共
に
暮
ら
す
人
々

日
本
の
原
風
景
が
そ
こ
に
あ
る
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よこてにぎわい
イベントＦＭ情報局
よこてにぎわい

イベントＦＭ情報局
よこてにぎわい

イベントＦＭ情報局

駅前の新スタジオでの放送が始まりました！
こちら、周波数

2010.9.25　　　2010.12.31▼ ▼ ▼

市政の窓（行政報告） 市政の窓（行政報告）

よこての賑わい創出プロジェクトＹＹ22実行委員会
スタジオ直通   38-8855 　38-8856　 info@fmyy22.yokotecci.or.jp

ホームページ（スタッフブログも発信中）
http://fmyy22.yokotecci.or.jp

ホットな情報を
お寄せください

歴
史
ロ
マ
ン
に
思
い
を
は
せ
る

市
内
旧
跡
を
巡
り
秀
衡
街
道
探
訪
ツ
ア
ー

　『
大
鳥
井
山
遺
跡
？
ヨ
リ
ト
オ
っ

て
誰
？
』
と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト
が

10
月
16
日
、
あ
さ
く
ら
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
朝
倉
小
学
校
６
年
生
が
大
鳥
井

山
遺
跡
の
研
究
発
表
を
行
い
そ
の

後
、
岩
手
大
学
・
樋
口
知
志
教
授

が
『
大
鳥
山
遺
跡
と
清
原
氏
』
と

題
し
て
講
演
。
「
前
九
年
合
戦
時

は
大
鳥
井
山
に
清
原
頼
遠
が
住
ん

で
い
た
が
、
後
三
年
合
戦
当
時
は

誰
が
住
み
、
ま
た
最
後
の
主
は
誰

だ
っ
た
の
か
は
判
明
し
て
い
な
い
。

今
後
の
調
査
で
解
明
で
き
れ
ば
す

ば
ら
し
い
」
と
結
び
ま
し
た
。

　
最
後
は
朝
倉
小
学
校
６
年
生
が

創
作
子
ど
も
歌
舞
伎
『
大
鳥
井
山

蛙
合
戦
』
を
披
露
。
落
ち
着
い
た

立
ち
振
る
舞
い
や
堂
々
た
る
台
詞

回
し
は
歌
舞
伎
そ
の
も
の
。
衣
裳

や
化
粧
な
ど
の
装
飾
も
観
客
の
目

を
引
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
美
郷
町

の
菖
蒲
太
鼓
保
存
会
の
太
鼓
演
奏

が
合
戦
の
迫
力
を
表
現
。
い
に
し

え
を
彷
彿
さ
せ
る
今
回
の
子
ど
も

歌
舞
伎
は
、
会
場
い
っ
ぱ
い
の
来

場
者
と
演
じ
た
子
ど
も
た
ち
の
心

に
残
る
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
　

　
　
　
　

矢
口
高
雄
氏
の
画
業
40
年
を
振
り
返
る

増
田
ま
ん
が
美
術
館
15
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

朝
倉
小
児
童
が
歌
舞
伎
で
歴
史
を
再
現

大
鳥
井
山
遺
跡
国
史
跡
指
定
記
念
イ
ベ
ン
ト

人
と
人
が
集
う
、に
ぎ
わ
い
の
場
に

『
よ
こ
て
イ
ー
ス
ト
』が
プ
レ
オ
ー
プ
ン

　
韓
国
・
淳
昌
郡
と
横
手
市
と
の

間
で
国
際
交
流
協
力
の
た
め
の
覚

書
が
交
わ
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

10
月
18
日
に
市
役
所
南
庁
舎
で
、

姜
仁
馨
・
淳
昌
郡
守
と
五
十
嵐
市

長
が
署
名
し
た
覚
書
を
交
換
し
あ

い
ま
し
た
。

　
韓
国
の
内
陸
部
に
あ
る
淳
昌
郡

は
、
コ
チ
ュ
ジ
ャ
ン
（
唐
辛
子
み

そ
）
を
は
じ
め
韓
国
伝
統
の
調
味

料
『
ジ
ャ
ン
類
』
の
生
産
地
で
、

国
内
シ
ェ
ア
は
43
％
を
誇
る
韓
国

で
も
本
場
中
の
本
場
。
今
年
１
月

に
よ
こ
て
発
酵
文
化
研
究
所
と
韓

国
・
全
州
国
際
発
酵
食
品
エ
キ
ス

ポ
組
織
委
員
会
が
発
酵
食
品
産
業

発
展
の
た
め
の
協
約
を
結
ん
だ
際

に
、
五
十
嵐
市
長
が
同
組
織
委
員

会
に
加
盟
す
る
淳
昌
郡
を
訪
れ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
覚
書

締
結
に
い
た
り
ま
し
た
。

　
両
地
域
の
共
通
点
は
、
発
酵
食

品
を
通
じ
た
産
業
振
興
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
。
今
後
は
互
い
の

発
酵
技
術
な
ど
を
交
換
し
あ
い
、

農
業
や
観
光
産
業
の
発
展
に
向
け

て
、
連
携
・
協
力
し
て
い
く
予
定

で
す
。
（
関
連
記
事
16
ペ
ー
ジ
）

発
酵
を
通
じ
、日
韓
で
地
域
間
協
力

韓
国
・
淳
昌
郡
と
国
際
交
流
協
力
の
覚
書
交
わ
す

■オンエア中の番組紹介
○ＦＭ歌謡喫茶…歌声喫茶
　の楽しく、心に残る、素敵
　な歌声をお届けします。
　（毎週火曜・14：15～15：00）
○ムッシュブルゴーニュの美味しいワインの時
　間…ワインがもっと美味しくなる、おいしい
　30分間です。（毎週金曜・17：00～17：30）
○ＦＭかまくら寄席…楽しい落語の名作と落語
　や噺家さんの解説をお送りします。（毎週水曜
　・14：15～15：00）

みなさんはもう『よこてにぎわいイベントＦＭ』の放送をお聴きになりましたか？
今回は、ボランティアスタッフの赤川信吾さんのご案内で、横手駅東口の『よこてイース
ト』内に移った新しいスタジオ（通称『Ｅスタ』）を紹介します。

外観は
こんな感じ
です

上はスタジオ内部。この時間は民謡番組
を収録中です。右手前がミキサーです。
下は事務室です。放送用の資料やＣＤな
どが所狭しと並べられ、ここで原稿と番
組企画が作られています。

赤川信吾さん
（ボランティアスタッフ）

３氏によるパネルディスカッション

朝倉小学校６年生が披露した子ども歌舞伎

覚書締結に立ち会った淳昌郡と横手市の関係者

ス
ン
チ
ャ
ン

カ
ン 

イ
ン
ヒ
ョ
ン

チ
ョ
ン
ジ
ュ

　
岩
手
・
秋
田
県
際
事
業
と
し
て

今
年
度
の
秀
衡
街
道
探
訪
ツ
ア
ー

が
、
10
月
17
日
に
市
内
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
今
回
の
参
加
者
は
49
人
（
北
上

市
26
人
・
西
和
賀
町
７
人
・
横
手

市
16
人
）
で
、
旭
岡
山
神
社
の
参

拝
を
皮
切
り
に
、
秀
衡
ゆ
か
り
の

旧
跡
を
探
訪
。
市
内
初
の
国
史
跡

に
指
定
さ
れ
た
大
鳥
井
山
遺
跡
や

金
沢
柵
跡
で
は
、
市
文
化
財
保
護

課
の
島
田
祐
悦
学
芸
員
が
、
両
遺

跡
と
後
三
年
の
合
戦
と
の
関
連
性

な
ど
を
詳
し
く
解
説
す
る
と
、
参

加
者
は
興
味
深
そ
う
に
話
を
聞
い

て
い
ま
し
た
。

　
一
行
は
、
後
三
年
の
役
金
沢
資

料
館
や
平
安
の
風
わ
た
る
公
園
な

ど
も
訪
ね
、
秀
衡
街
道
の
西
端
で

あ
る
横
手
の
魅
力
を
存
分
に
味
わ

い
、
し
ば
し
歴
史
の
ロ
マ
ン
に
浸

っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

大鳥井山遺跡で島田学芸員の説明を聞く参加者

オープンを祝うテープカットの様子

　
訃 

報

 

総
務
企
画
部
経
営
企
画
課

　
　
　
　
　
　
高
橋
賢
一
課
長

 

10
月
16
日
、急
逝
い
た
し
ま
し
た
。

 

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

□
10
月
25
日
付
異
動

　
兼
経
営
企
画
課
長
事
務
取
扱

　
総
務
企
画
部
長
　
佐
藤
良
吉

増田小学校児童の絵に助言する矢口氏

　
10
月
９
日
、
増
田
ま
ん
が
美
術

館
開
館
15
周
年
を
記
念
す
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
、
か
ま
く
ら
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

  

『
マ
ン
ガ
を
生
か
し
た
地
域
活
性

化
』
を
テ
ー
マ
に
し
た
第
１
部
は
、

同
館
名
誉
館
長
の
矢
口
高
雄
氏
の

『
画
業
生
活
40
年
を
振
り
返
る
』

と
題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
12
年
間
の
銀
行
勤
務
の
後
、

小
さ
い
頃
か
ら
の
夢
を
実
現
さ
せ

て
30
歳
で
漫
画
家
に
な
っ
た
矢
口

氏
。
そ
の
後
、
漫
画
の
世
界
に
没

頭
し
「
膨
大
な
原
画
の
積
み
重
ね

が
漫
画
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り

一
つ
ひ
と
つ
の
絵
が
重
要
だ
」
と

語
り
ま
し
た
。
ま
た
「
ま
ん
が
美

術
館
に
は
一
流
の
漫
画
家
の
原
画

を
集
め
た
。
い
い
漫
画
を
書
く
た

め
に
は
、
す
ば
ら
し
い
原
画
を
見

る
の
が
一
番
」
と
美
術
館
設
立
の

経
緯
を
話
し
ま
し
た
。

　
第
２
部
は
矢
口
氏
と
里
中
満
智

子
氏
、
秋
田
市
出
身
の
倉
田
よ
し

み
氏
と
い
う
漫
画
家
３
氏
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
里

中
氏
は
「
地
域
の
活
性
化
に
漫
画

を
利
用
す
る
こ
と
は
良
い
手
法
。

今
後
も
矢
口
氏
の
漫
画
を
活
か
し

た
ほ
う
が
良
い
」
と
述
べ
、
倉
田

氏
も
「
地
域
の
要
望
を
も
っ
と
漫

画
家
に
伝
え
て
ほ
し
い
。
き
っ
と

協
力
で
き
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
」

と
提
言
し
ま
し
た
。

　
第
３
部
で
は
、
筑
波
大
学
名
誉

教
授
の
谷
川
彰
英
氏
が
『
矢
口
作

品
と
教
育
』
と
題
し
講
演
。
小
学

校
の
教
科
に
生
活
科
を
創
設
す
る

こ
と
に
尽
力
し
、
教
科
書
に
漫
画

で
は
初
め
て
『
釣
り
キ
チ
三
平
』

の
掲
載
を
決
定
し
た
谷
川
氏
は
、

「
子
ど
も
た
ち
の
生
活
体
験
不
足

を
補
う
こ
と
や
環
境
問
題
を
考
え

る
た
め
に
、
矢
口
先
生
の
漫
画
は

不
可
欠
だ
っ
た
」
と
話
し
、
「
教

科
書
は
合
理
性
、
正
確
性
、
学
力

を
求
め
る
も
の
で
、
漫
画
は
冒
険

心
、
夢
見
る
力
、
判
断
力
を
養
う

も
の
。
子
ど
も
の
成
長
に
は
そ
の

両
面
が
必
要
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
最
後
に
ス
テ
ー
ジ
に
展
示
さ
れ

た
増
田
小
学
校
児
童
の
絵
に
対
し

て
助
言
を
し
た
矢
口
氏
。
会
場
か

ら
は
40
年
に
わ
た
る
漫
画
家
と
し

て
の
生
活
を
祝
福
し
て
惜
し
み
な

い
拍
手
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
横
手
駅
東
口
第
一
地
区
市
街
地

再
開
発
地
区『
よ
こ
て
イ
ー
ス
ト
』

の
、
商
業
施
設
棟
と
店
舗
棟
、
イ

ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
『
に
ぎ
わ
い
ひ

ろ
ば
』
が
完
成
し
、
10
月
５
日
に

プ
レ
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
再
開
発
組
合
や

地
域
住
民
な
ど
お
よ
そ
２
０
０
人

が
見
守
る
な
か
、
五
十
嵐
市
長
は

「
駅
前
を
人
と
人
が
集
う
元
気
な

街
に
す
る
た
め
、
地
域
の
み
な
さ

ん
と
共
に
作
っ
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で

プ
レ
オ
ー
プ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。

ま
た
、
商
業
施
設
棟
に
入
店
し
た

ス
ー
パ
ー
『
ア
ッ
ク
ス
フ
ー
ズ
マ

ー
ト
』
が
開
店
し
、
多
く
の
買
い

物
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
現
在
は
来

春
の
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン

に
向
け
、
公

共
公
益
施
設

棟
の
建
設
が

進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

よ
り
と
お

か
え
る

ほ
う
ふ
つ
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○固定資産税４期　○国民健康保険税５期
○介護保険料５期  ○後期高齢者医療保険料５期

※年金天引きでないもの
納期限は11月30日です

　　　◆納期限を過ぎる場合は
　　　　納税相談にお越しください。
　　　◆市財務部納税課（横手庁舎）  32-2518

○固定資産税４期　○国民健康保険税５期
○介護保険料５期  ○後期高齢者医療保険料５期

※年金天引きでないもの
納期限は11月30日です

　　　◆納期限を過ぎる場合は
　　　　納税相談にお越しください。
　　　◆市財務部納税課（横手庁舎）  32-2518
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採
　用
採
　用

平成23年４月採用
市立横手病院職員を募集します <<駅前公共公益施設棟>>

　建設業者やシルバー人材センター等の協力を得て、対
象世帯の雪下ろしと雪寄せ作業を支援します。
　希望する方は料金内容等を確認のうえ、各地域局福祉
担当課へ11月19日（金）までにお申し込みください。住民
税非課税世帯等には、利用料金の一部を市が助成します。
◆対象世帯　
　高齢または身体上の理由等により、通路の雪寄せや雪
　下ろし作業をすることが難しく、親族や近隣者からの
　援助が困難な世帯（下記のいずれかに該当する方）
　①65歳以上で１人暮らしの方、または高齢者のみの世帯
　②配偶者のいない女性と義務教育終了前の児童のみの
　　世帯
　③身体障害者手帳の交付を受け、障がいの程度が１～
　　２級の方
◆問合せ　市福祉環境部高齢ふれあい課（大森庁舎）
　　　　　  35-2134、または各地域局福祉担当課

高
齢者
高
齢者

高齢者世帯など
雪下ろし・雪寄せ作業を支援します！

　

　市では、平成23年度から５年間の男女共同参画社会実
現に向けた取り組みの指針となる『第２次行動計画』の
策定作業を進めています。
　本計画の中間案を公表し、みなさんからのご意見を広
く取り入れ、市民との協働の推進を図るため、意見募集
（パブリックコメント）を実施します。たくさんのご意
見をお寄せください。
◆第２次行動計画中間案等の閲覧方法
　市男女共同参画・市民協働推進室および各地域局地域振
　興課で閲覧するか、市のホームページをご覧ください。
◆意見の募集方法
　所定の様式に必要事項を記入のうえ、市男女共同参画・
　市民協働推進室または各地域局地域振興課へ持参、郵
　送、ファクス、メールで応募してください。※様式は
　各閲覧場所にあります。また、市ホームページからも
　ダウンロードできます。
◆募集期間
　11月１日(月)～11月19日(金)必着
◆申込み・問合せ
　〒013-8601　横手市条里一丁目１番64号　横手市役所
　総務企画部男女共同参画・市民協働推進室（本庁南庁舎)
　  35-2158、  33-6061、  danjo@city.yokote.lg.jp

募
　集
募
　集

ご意見を募集します
第２次横手市男女共同参画行動計画の中間案

■横手病院職員　
◆職種
　臨床工学技士　
◆採用予定人数
　１名程度
◆受験資格
　・昭和50年４月２日以降に生まれた方
　・採用後、通勤に支障のない範囲に居住できる方
　・臨床工学技士免許を有する方、または平成23年３月
　　までに実施される同国家試験等により免許取得見込
　　みの方
◆採用予定年月日　平成23年４月１日
◆試験期日　11月28日（日）／市立横手病院
◆受付期限　11月19日（金）必着
◆申込み　〒013-8602　横手市根岸町５－31
　　　　　市立横手病院総務課  0182-32-5001
※試験案内・申込用紙は、市立横手病院にあります。郵
　便で請求する場合は、封筒の表に「職員採用試験申込
　用紙請求」と朱書きし、宛先を明記して120円切手を貼
　った返信用封筒（角型２号）を同封のうえ、市立横手病
　院総務課にお送りください。申込用紙等は市立横手病
　院ホームページからもダウンロードできます。

　10月21日に行われた最終選考会で、駅前公共公益施
設棟の愛称が決定しました。

　
　
　

　　
　　
　　

　皆さんから寄せられたご意見を踏まえ『Ｙぷらざ』に
決定しました。今後も、みなさんに親しまれる施設と
なるよう、来春の開館を目指し準備を進めていきます。
たくさんのご応募、ありがとうございました。
◆応募状況　
　期間／７月１日～８月31日
　総数／82件（市内36件、市外県内20件、県外26件)
◆問合せ
　市総務企画部駅前公共施設準備室（本庁南庁舎)　
　　35-2194

愛称が〝Ｙ ぷらざ〟に決定！２

＊愛　　称　『Ｙ ぷらざ』
＊採 用 者　大井田 浩見さん（東京都在住)
＊選定理由
　この施設には、自由に過ごせるスペースのほか、
　子育て支援や健康に関する設備と機能が備えられ
　ているため、子どもからお年寄りまでどの世代に
　も覚えやすく・言葉にしやすい〝馴染みやすさ〟
　が必要でした。そこで「ワイワイ」という言葉の
　響きが、施設のコンセプトでもある、人と人とが
　〝つどい・つながる〟交流拠点にもふさわしく、
　また、横手（ＹＯＫＯＴＥ）がイメージできる「Ｙ」
　を取り入れているため、選定しました。

２

２

（わいわいぷらざ）

  　
雄
物
川
地
域
づ
く
り
協
議
会
は
、

６
月
５
日
と
６
日
『
雄
物
川
民
家

苑
・
木
戸
五
郎
兵
衛
村
ま
つ
り
』

を
開
催
し
ま
し
た
。
植
木
盆
栽
市
、

絵
手
紙
体
験
教
室
、
竿
燈
披
露
、

親
子
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
多
く
の
催
し
が

実
施
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
多
く
の

人
が
つ
め
か
け
ま
し
た
。

  

ま
た
、
沼
館
商
店
街
、
今
宿
商

店
街
と
近
隣
の
神
社
仏
閣
か
ら
な

る
『
ご
利
益
通
り
』
の
マ
ス
コ
ッ

ト
『
ご
り
や
く
君
』
を
８
つ
あ
る

神
社
仏
閣
に
あ
わ
せ
て
、
新
た
に

『
ご
り
や
く
君
八
変
化
』
と
し
て

デ
ザ
イ
ン
化
し
、
八
角
絵
馬
や
ご

利
益
バ
ン
ダ
ナ
を
作
成
。

愛
嬌
の
あ
る
マ
ス
コ
ッ
ト

を
用
い
た
こ
の
セ
ッ
ト
は
、

地
域
の
人
か
ら
も
親
し
み

を
持
た
れ
て
い
ま
す
。
今

後
は
『
ご
り
や
く
君
』
に

ち
な
ん
だ
菓
子
な
ど
の
商

品
化
を
商
店
街
と
と
も
に

検
討
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
合
併
前
か
ら
存

続
し
て
い
る
『
町
づ
く
り

協
議
会
』
と
の
協
力
関
係

が
事
業
の
実
施
を
よ
り
円

滑
に
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
づ
く
り
協
議
会
委

員
は
、
市
内
だ
け
で
な
く

市
外
に
も
雄
物
川
地
域
を
紹
介
す

る
こ
と
が
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
と
い
う
考
え
の
も
と
、
こ
れ

か
ら
も
積
極
的
に
活
動
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

雄
物
川
地
域
づ
く
り
協
議
会

今年４月に立ち上げられた地域づくり協議会。地域の
特性を活かし、それぞれに特徴的な活動が見られるよ
うになっています。今回から４回にわたり、各地域づ
くり協議会の活動を紹介します。

新しいアイディアで地域を活性化

『ごりやく君八変化』マスコット

最盛期の姿を取り戻しつつある大松川ダム公園の芝桜

　
地
域
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
は
、
す

べ
て
地
域
の
中
に
あ
る
　
　
。

　
山
内
地
域
づ
く
り
協
議
会
で
は
、

前
身
の
山
内
地
域
協
議
会
か
ら
継

承
し
た
次
の
５
事
業
を
柱
と
し
、

特
色
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

○
華
や
か
な
地
域
づ
く
り
事
業

○
山
菜
王
国
づ
く
り
事
業

○
御
嶽
山
周
辺
探
訪
事
業

○
安
心
・
安
全
・
住
み
よ
い
ま
ち

　
づ
く
り
事
業

○
地
区
会
議
支
援
事
業

　
特
に
、
山
菜
王
国
づ
く

り
事
業
で
は
、
平
成
20
年

か
ら
準
備
を
進
め
て
き
た

『
三
又
わ
ら
び
園
』
が
今

年
５
月
に
オ
ー
プ
ン
。
昨

年
オ
ー
プ
ン
し
た
黒
沢
わ

ら
び
園
と
合
わ
せ
、
２
０

０
人
を
超
え
る
観
光
客
が

訪
れ
ま
し
た
。
地
域
最
大

の
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
山

菜
。
協
議
会
で
は
、
事
業

の
さ
ら
な
る
推
進
を
図
り
、

わ
ら
び
園
の
規
模
拡
大
や

加
工
・
産
直
施
設
の
整
備

な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
し
て
い
ま
す
。

　
華
や
か
な
地
域
づ
く
り
事
業
で

は
、
さ
ん
な
い
芝
桜
事
業
推
進
会

議
と
連
携
し
、
大
松
川
ダ
ム
公
園

で
の
『
芝
桜
ま
つ
り
』
復
活
を
目

指
し
た
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

芝
桜
の
補
植
や
、
地
域
の
ほ
ぼ
全

世
帯
が
参
加
す
る
『
ま
ご
こ
ろ
除

草
』
に
よ
り
芝
桜
は
着
々
と
再
生
。

今
年
も
多
く
の
見
物
客
の
目
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
子
育
て
環
境
の
向
上
や

高
齢
化
率
の
高
い
集
落
の
サ
ポ
ー

ト
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
対
策

な
ど
、
地
域
の
課
題
に
目
を
向
け

た
取
り
組
み
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
に
あ
る
宝
物
を
大
切
に
し

て
最
大
限
に
活
か
す
。
こ
れ
が
山

内
の
地
域
づ
く
り
の
原
点
で
す
。

華やかで、自然に癒される地域へ 山
内
地
域
づ
く
り
協
議
会

首塚神社 今宿神明社 沼の柵跡・蔵光院

市川団之丞の墓

木戸五郎兵衛稲荷神社 ヴィクトルスタルヒンの墓

沼館八幡神社 今宿の大柳

八角絵馬とご利益バンダナのセット

地域づくり協議会探訪



①公営住宅

はば

名　　称
七日市住宅
下鶴田団地
上掵住宅
十五野住宅
西原住宅
旭団地
大雄東団地

名　　称
五十田団地
特定西野住宅
特定西野住宅（世帯用）

築年度
Ｓ56
Ｈ15
Ｓ46～
Ｓ50～
Ｓ46
Ｈ18
Ｓ50

築年度
Ｈ９
Ｈ10
Ｈ10

間取り
２ＬＤＫ
２ＬＤＫ
２ＤＫ～
２ＤＫ
３ＤＫ

２ＬＤＫ
３ＤＫ

間取り
３ＬＤＫ
１ＬＤＫ
３ＬＤＫ

家賃（円）
15,200～
23,300～
7,300～
10,900～
14,000～
24,700～
9,800～

家賃（円）
52,500～
30,000
50,000

募集戸数
１
２
５
２
１
１
１

募集戸数
４
２
２

地域名
横　手
雄物川

十文字

大　雄

地域名
平　鹿

大　森

②特定公共賃貸住宅

③定住促進住宅
名　　称

南相野々住宅
築年度
Ｈ17

間取り
１ＬＤＫ

家賃（円）
29,000

募集戸数
１

地域名
山　内

住
　宅
住
　宅 市営住宅の入居者を募集します　～申込期限は11月12日まで～

地　域
平　鹿
十文字
増　田
横　手
山　内
大　森
雄物川
大　雄

場　所
平鹿生涯学習センター(浅舞公民館)
幸福会館
増田地域多目的研修センター
市役所本庁南庁舎
山内生涯学習センター(山内公民館)
大森コミュニティセンター
雄物川コミュニティセンター
大雄農業団地センター

期　日
11月９日(火)
11月10日(水)
11月11日(木)
11月12日(金)
11月15日(月)
11月16日(火)
11月17日(水)
11月18日(木)

（２回目）

午後７時

午後８時30分

時間（１回目）
午後２時

　
午後３時30分

午後３時～４時30分

午後２時

午後３時30分

information
行政情報便市からのお知らせ

政情報便行
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市長面会日のお知らせ
◆日　　時／11月24日(水)午前９時～10時30分
◆申込期限／11月18日(木)※１人につき15分程度
◆申込み・問合せ／市総務企画部市長公室秘書担当
　　　　　　　　　　35-2111（内線1033,1034）

市報よこてNo.122  2010(       22　).11.1平成　 年

都市
計画
都市
計画 都市計画の変更説明会を開催します

住
　宅
住
　宅 平成22年度 住宅リフォーム補助事業

　10月15日現在の住宅リフォーム補助事業、活用状況を
お知らせします。申請受付終了は11月下旬頃を想定して
いますが、予算がなくなりしだい終了となります。リフ
ォームを予定している方は、早めに申請してください。
なお、申請は工事着手前に行う必要があります。
◆申請件数　　    814件
◆補助決定額　113,396千円 ※１件あたり平均補助額139千円
◆補助金残額　 36,604千円
◆問合せ　市建設部建築住宅課(横手庁舎内)  35-2224

子
育て
子
育て

父子家庭のみなさんへ
児童扶養手当の認定請求はお済みですか

　今年８月から新たに、父子家庭も児童扶養手当の受給
資格に該当することになりました。
　18歳までの児童を監護し生計を同じくしている方は、
児童扶養手当を受給するためには、請求者本人の手続き
が必要です。今年７月31日現在で父子家庭の場合は、11
月30日までに手続きをすることで、８月分までさかのぼ
って受給できますので、早めの手続きをお願いします。
　なお、12月１日以降に手続きをした場合は、手続きを
した翌月分からの支給となります。
◆問合せ　　
　市福祉環境部子育て支援課（大森庁舎内）　35-2133
　または、各地域局市民福祉課（横手地域局は福祉課）

教
　育
教
　育

平成22年度 第２回
横手市就学相談会を開催します　

　来年度、小学校に就学する子どもとその保護者を対象
に、就学相談会を開催します。
　「心と体、言葉の発達が心配…」「性格や行動が気に
なる…」など、お気軽にご相談ください。また、お子さ
んへの個別検査や保護者との個別相談なども行います。
◆期　日　11月17日（水）・19日(金)・22日(月)
　　　　　　　24日(水)・25日(木)
◆時　間　①午前９時～10時30分 ②午前10時30分～正午
　　　　　③午後１時～２時30分 ④午後２時30分～４時
◆会　場　あさくら館
◆問合せ　市教育委員会教育指導部教育指導課（雄物川   
          庁舎内）　35-2123
　※１回１組の相談を行うため事前の電話予約が必要

検
　診
検
　診

早めの受診・接種をお勧めします
各種検診・日本脳炎予防接種のご案内

◆説明内容
　①横手地域の羽黒町・上内町地区用途地域の一部変更について
　②特定用途制限地域の設定について（全地域対象）
　　　※特定用途制限地域とは、用途地域が定められていない
　　　都市計画区域内において、良好な環境の形成または保持
　　　のため当該地域の特性に応じて合理的な土地利用が行わ
　　　れるよう、制限すべき建築物の用途の概要を定める地域
　　　のこと。
　③都市計画公園(浅舞公園、梨木公園)の区域変更について
　④十文字地域の新本町地区土地区画整理事業の廃止について
◆問合せ　
　市建設部都市計画課（十文字庁舎内)  42-5117

◆期日・場所　今後の土地利用に関する内容ですので、お住まいの地域にかかわらず参加できます。

　

　
　魅力的な地域づくり、市民参加型のまちづくり活動に
生かせるように、まちづくりの先進地・新潟で開催され
る『新潟まちづくり交粒会(交流会)』の参加者を募集し
ます。交流会では、まちづくり活動における〝経験談〟
や〝悩み事〟を情報交換することができます。まちづく
りに興味のある方は、ぜひご参加ください。
◆期　　日　11月27日(土)・28日(日) １泊２日
　　　　　　※横手市～新潟市間は公用バスで移動
◆内　　容　公開座談会参加、加茂市内視察
◆参 加 費　無料※飲食代は各自で負担
◆定　　員　25人※応募者多数の場合は新規優先・抽選
◆申込期限　11月10日(水)
◆申込方法　地域づくり支援課、各地域局地域振興課に
　　　　　　備え付けの申込書に必要事項を記入し提出
◆申 込 先　市総務企画部地域づくり支援課（本庁南庁
　　　　　　舎内）　35-2158

募
　集
募
　集

「新潟まちづくり交粒会」に参加しませんか
～平成22年度市民コーディネーター養成講座～

◆入居条件　
　公営住宅法に定める入居資格をお持ちの方
　が対象になりますので、事前に市建築住宅
　課までご確認ください。市ホームページか
　らも確認できます。なお、家賃は所得額に
　よって異なります。
　※暴力団員（同居を含む）は応募できません。
◆申込方法
　市建築住宅課窓口または各地域局産業建設
　課で入居希望者本人と面談を行います。申
　込書に所定事項を記載し、必要となる書類
　を添付して申し込みください。（郵送不可）
　※申込者多数の場合、抽選となります。
◆申込期間　11月４日（木）～12日（金）
◆抽 選 会　11月26日（金）の予定（入居条件
　　　　　　を満たす方に連絡します）
◆入居予定　12月中旬
◆申 込 み  市建設部建築住宅課（横手庁舎
　　　　　　内）　35－2224、または各地域局
　　　　　　産業建設課まで（8:30～17:15、
　　　　　　土・日・祝日は除く） ■子宮頸がん・乳がん検診

　市が実施する子宮頸がん・乳がん検診の『がん検診無
料クーポン券』を、対象者へ６月に送付しています。が
ん検診無料クーポン券の有効期限は平成22年12月31日ま
でです。まだ受診していない方は、早めに受診すること
をお勧めします。

■歯周疾患・成人歯科検診
　市が実施する歯周疾患・成人歯科検診を無料で受診で
きる『受診通知書』を、対象者へ６月に送付しています。
検診期間は平成22年12月31日までです。
◆対象者　今年度、以下の年齢の方　
　　　　　【歯周疾患検診】 40歳・50歳・60歳・70歳の方
　　　　　【成人歯科検診】 45歳・55歳・65歳・75歳の方

■日本脳炎予防接種
　　平成17年の積極的な接種勧奨の差し控えにより、
　日本脳炎予防接種１期未接種の方が、特例措置とし
　て接種できるようになりました。また、２期対象者
　も新ワクチンが使用できるようになりました。
　　◆対 象 者　　①６カ月以上７歳６カ月未満の方
　　　　　　　　　②９歳以上13歳未満の方
　　◆接種回数　　これまで受けた回数の残りの回数
　　◆費　　用　　無料
　　※詳細は市ホームページに掲載しています。母子
　　　健康手帳の予防接種記録を確認し、医療機関に
　　　予約してから接種してください。予診票は各地
　　　域局、各医療機関にあります。

◆問合せ　
　＊各地域局市民福祉課(横手地域局は保健センター）
　＊市福祉環境部保健衛生課（大雄庁舎内）　35-2185

　都市計画区域マスタープランは、県が都市計画
区域ごとに都市の発展の動向、人口・産業の現状
および将来の見通しなどを勘案し、都市計画の基
本的な方向性を定めているものです。
◆説明内容
　今年７月に行った横手都市計画区域の再編に伴
　う、横手都市計画区域マスタープランの見直し
　内容について
◆日　時　11月12日(金)午後１時30分～２時30分
◆場　所　横手市役所本庁南庁舎 講堂
◆問合せ　県建設交通部都市計画課  018-860-2445

都市計画区域マスタープラン
変更に関する説明会
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　10月９日、スタジアム大雄で大雄地域スポーツレク
リエーション大会が行われ、地域住民約1,000人が参加
しました。地区対抗のボールをバトンにしたリレーや
綱引き、個人種目のほか、保育園児と老人クラブ会員
による交流種目（写真）や園児のダンス、女性民謡踊り
などで、参加者は心地よい汗を流しました。

スポーツレクリエーション大会（大雄）タクシー乗務員サービス向上研修

　10月14日、横手市民会館で秋田県ハイヤー協会横手
湯沢雄平支部（松浦謙二郎支部長）がタクシー乗務員
サービス向上研修会を開催。利用者の減少が続く今こ
そ、改めて自分たちの足元を見直そうと、中小企業診
断士の後閑和子氏を講師に、接遇の心構えや利用者の
心理などを学び、気持ちを新たにしていました。

てくてくん、ついに登場！
■横手まちなかウオーキング（横手）

スタートから数十メートル同行し、参加者を見送る『てくてくん』

　９月25日に行われた『横手まちなかウオーキング』で、
マスコットキャラクターの『てくてくん』がお披露目さ
れました。
　てくてくんは、平成10年に始まった『“再発見・横手”
～健康づくりウォーキング事業』のシンボルマークとし
て、参加者の髙　美幸さん（三本柳）が考案。同事業が
平成19年に『横手まちなかウオーキング』として再出発
してからも、多くの参加者に親しまれてきました。
　この日に参加した135人は「てくてくんと一緒に歩く
ことができるなんて夢のよう」と口々に話しながら握手
や記念撮影をし、約５㌔の道のりを歩きました。
　てくてくんは、かまくらの形をイメージにデザイン。
足の“緑”と手の“青”は『山と川のあるまち』を、口の赤
は市民の情熱をあらわしています。
◆問合せ／横手地域局保健センター 　33-9600

高校３年間の集大成で世界へ
第15回アマチュア無線方向探索世界選手権に出場

大坂 久登さん
(横手清陵学院高校３年)

おおさか　 ひさと

　横手清陵学院高校無線部部長・大坂久登さんが、９月
13日からクロアチアで開催された『第15回アマチュア無
線方向探索（ＡＲＤＦ）世界選手権』の男子19歳以下の

部に、日本代表として出場しました。
　ＡＲＤＦは、受信機・地図・コンパスだけを使い、制限時間内に野山に
隠された５台の送信機を探し出し、その発見した数とゴールするまでのタ
イムを競う競技です。送信機から出る電波を頼りに場所を特定し、より効
率的な最短距離を導き出すことが〝要〟となり、時間いっぱい走り続ける
《体力》と、地図から地形を読み解く《知力》が求められます。
　「起伏のある野山を駆け巡るのはキツイですが、苦労して送信機を見つ
けたときの喜びに魅了され、無線部を続けてきた」と言う大坂さん。３年
間の集大成として掴んだ世界選手権出場を「力を出し切れず悔しさが残っ
た。しかし、ずっと目標にしていた大会に出場できたことはとてもうれし
い」と振り返ります。現在は、受験勉強に追われる日々ですが「世界のレ
ベルを直接感じることができ、良い経験を積ませてもらった。後輩にもぜ
ひ挑戦してもらいたい」と笑顔で語ってくれました。

横手の元気印横手の元気印

横
手
市
長
　
五
十
嵐 

忠
悦

横
手
市
長
　
五
十
嵐 

忠
悦

横
手
市
長
　
五
十
嵐 

忠
悦

 

横
手
市
農
業 

の
転
換

い

ど

む

い

ど

む

い

ど

む

〝
　
　
　
　
　
〟

淳昌郡の姜仁馨（カン・インヒョン）
郡守と固い握手を交わしました

　　
今
年
の
出
来
秋
は
、
例
年
に
も
増
し
て

厳
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
過
剰
な
在

庫
米
の
影
響
で
、
あ
き
た
こ
ま
ち
の
取
引

価
格
が
大
幅
に
下
落
し
た
こ
と
に
加
え
、

春
先
の
低
温
、
夏
場
の
記
録
的
な
猛
暑
、

そ
し
て
取
り
入
れ
の
時
期
に
は
長
雨
と
、

次
々
に
悪
条
件
が
重
な
り
、
収
量
、
一
等

米
比
率
と
も
に
低
下
し
ま
し
た
。

　
農
家
の
所
得
が
か
な
り
厳
し
い
状
況
で

推
移
す
る
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
10
月
18
日
の
臨
時
市
議
会
で
、

新
た
な
借
り
入
れ
が
必
要
な
農
家
に
、
そ

の
借
入
金
の
利
子
分
を
助
成
す
る
た
め
の

補
正
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
農
業
振
興
の
面
で
も
危

機
管
理
の
意
識
を
持
っ
て
、
将
来
展
望
を

描
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
強
く
示
す
も
の

で
す
。
９
月
１
日
号
の
本
欄
で
も
述
べ
た

と
お
り
、
秋
田
県
の
取
り
組
み
が
こ
れ
ま

で
米
の
食
味
や
『
あ
き
た
こ
ま
ち
』
に
偏

重
し
す
ぎ
て
い
た
こ
と
を
反
省
し
、
農
産

物
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
や
米
へ
の
過
度
の
依

存
か
ら
脱
却
し
た
農
業
生
産
対
策
を
、
早

急
に
講
ず
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
韓
国
・
淳
昌
郡
と
当
市
と

の
間
で
国
際
協
力
の
た
め
の
覚
書
を
交
わ

し
、
発
酵
文
化
と
い
う
共
通
の
地
域
資
源

を
核
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
連
携
し

て
い
く
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
交
流
の
始
ま
り
は
、
今
年
１
月
の
訪
韓

で
全
州
国
際
発
酵
食
品
エ
キ
ス
ポ
に
加
盟

す
る
淳
昌
郡
を
訪
れ
た
こ
と
。
淳
昌
郡
は

韓
国
伝
統
の
調
味
料
コ
チ
ュ
ジ
ャ
ン
（
唐

辛
子
み
そ
）
を
は
じ
め
、
発
酵
食
品
で
あ

る
ジ
ャ
ン
類
の
本
場
で
あ
り
、
同
じ
発
酵

文
化
を
持
つ
地
域
同
士
、
互
い
の
大
い
な

る
財
産
を
生
か
し
な
が
ら
、
交
流
を
深
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
国
際
交
流
は
、
自
治
体
同

士
の
交
流
が
最
も
大
事
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
発
酵
と
い
う
共
通
の
文
化
と
農
業
を

う
ま
く
結
び
つ
け
、
地
域
の
元
気
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
た
め
の
具
体
策
が
得
ら
れ

る
こ
と
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

ス
ン
チ
ャ
ン

information
行政情報便市からのお知らせ

政情報便行

　ＪＡ秋田ふるさと、ＪＡおものがわの協力のもと、
シシリアンルージュのピューレジュースを使ったお
菓子と料理のコンテストを開催します！
　〝食と農のまち横手〟をＰＲする、みなさんから
の一品をお待ちしています。
【部門】　
　①一般／どなたでも参加できます
　②プロ／市内の菓子・料理店や加工所など
【表彰】※副賞等の贈呈があります　
　①一般／横手市奨励賞･･･若干名
　②プロ／横手市応援賞･･･若干名
【審査方法】　
　一次審査／書類審査　
　本 審 査／12月19日　審査員の試食による審査

「横手産の食材を活用したメニューをお店でお客様に提供し、喜んでいただけるよう努めます！」
【㈱アドバーンスダイニング クォードボンディーヌ】 

「食べ物を粗末にしません！※年少児から自分で食べられる量を知り、自分で盛りつけをして残しません」【むつみ保育園】
「私は、色々な場面で横手産食材をＰＲします！」【鮎工房 伊藤ルアー】

『とまとdeコンテスト』を開催します
～シシリアン・ピューレジュースを使ったお菓子/料理コンテスト～

『とまとdeコンテスト』を開催します
～シシリアン・ピューレジュースを使ったお菓子/料理コンテスト～

『とまとdeコンテスト』を開催します
～シシリアン・ピューレジュースを使ったお菓子/料理コンテスト～

【応募方法】　
　申込書（市マーケティング推進課および下記の販
　売店に備え付け）にメニューの写真を添付し、必
　要事項を記入のうえ、持参、郵送、メール、ファ
　クスのいずれかで応募。※食と農からのまちづく
　りホームページからダウンロードできます。
　<<販売店>>
　横手イオン安心畑、よねや、道の駅十文字、タカ
　ヤナギ、ラッキー、マックスバリュなど
【応募期限】　11月24日(水)必着
【申込み・問合せ】
　〒019-0792　横手市増田町増田字土肥館173
　横手市役所 産業経済部　マーケティング推進課
　　45-5537　　45-5562　
  　marketing@city.yokote.lg.jp

検索食と農からのまちづくり

みなさんから届いたチーム・プラスＹ『宣言』をご紹介します。
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（横手）（増田）

　９月25日、よこてにぎわいカーニバルの会場で、横
手南小と朝倉小の児童が商売体験をしました。児童ら
は５人１組で模擬株式会社を設立し、商品の仕入れや
製造、販売を通して社会の仕組みを学習するとともに
責任感を養成。価格調整や宣伝方法を工夫するなど、
貴重な体験を楽しみました。

　10月３日、６月に『親子手前味噌作り教室』で仕込ん
だ味噌の樽開きが、増田の蔵の駅で開催されました。
これは味噌作りを通して、食文化を次世代に継承する
ことを目的に実施されたもの。樽を開け試食を行った
参加者は「甘味があり、思っていた以上に美味しい」
と話し、納得の出来栄えに満足した様子でした。

　10月９日、栄地区にある総鎮守榮神社の創社1200年
と同社の神官を務める神原家450年を記念した雅楽演
奏会がさかえ館で開かれました。普段は目にすること
ができない伝統音楽とあって、会場には氏子をはじめ
たくさんの観覧者が来場。サックス奏者・成田徹さん
の演奏会も行われ、荘厳な秋の一時を楽しみました。

小学生が独自商品で商売体験“悠久の調べ”に酔いしれる （横手）（横手）わくわく子育てフェスティバル

　10月９日から11日までの３日間、子育てをテーマに
した催しが秋田ふるさと村で開かれ、たくさんの親子
連れでにぎわいました。会場では、健康・歯科相談や
男鹿水族館の出前授業などのほか、市の出張図書館を
実施。約600冊の本が展示され、楽しそうに読み聞か
せする親子の姿があちらこちらで見られました。

試食販売で人気を集めた嵐翔店（梶原真夢社長）試食販売で人気を集めた嵐翔店（梶原真夢社長）

よこて黄金月間

深
ま
る
秋

 
輝
き
を
増
す
横
手

よこてお城山クラフトフェアよこてお城山クラフトフェア
　10月２～３日、横手公園周辺
　全国各地から雑貨や工芸・手芸品など、さまざ
　まな素材からものを生み出す作り手が集まり、
　展示販売を行いました。

真
人
公
園
り
ん
ご
ま
つ
り

真
人
公
園
り
ん
ご
ま
つ
り

　
10
月
10
日
、
増
田
町
真
人
公
園

　
今
年
の
ミ
ス
り
ん
ご
は
、
佐
藤
里
美
さ
ん
（
横
手
市
・
左
）
、
栗
澤
望

　
さ
ん
（
美
郷
町
・
中
央
）
、
佐
々
木
麻
里
さ
ん
（
横
手
市
・
右
）
で
す

増
田
『
蔵
の
日
』

増
田
『
蔵
の
日
』

　
10
月
３
日
、
中
七
日
町
通
り

　
５
回
目
の
今
年
は
、
過
去
最
高
の
20
棟
が
公
開
さ
れ
ま
し
た

　
芸
術
の
秋
・
収
穫
の
秋
・
文
化
の
秋
…
。

　
横
手
の
秋
は
魅
力
た
っ
ぷ
り
。
秋
の
色
合

い
を
深
め
、
に
ぎ
わ
い
を
増
す
横
手
の
様
子

を
紹
介
し
ま
す
。

いわて・あきた県境国取り合戦いわて・あきた県境国取り合戦
　10月３日、岩手県西和賀町巣郷温泉

　県境をかけ、秋田県と岩手県が綱引きで勝負
！

昨年の雪辱を胸に臨んだ秋田県チームが２勝１
敗

で３本勝負を制し、県境の標識を岩手県側に2
0セ

ンチ寄せました。秋田県チームの大将・島田実
さ

ん（山内観光協会長）は「負けたら切腹だった
。

おいしいお酒が飲める」と笑顔で語りました。

実
り
の
秋
・
収
穫
祭

実
り
の
秋
・
収
穫
祭

　
10
月
10
日
、
道
の
駅
さ
ん
な
い

　
白
熱
し
た『
な
め
こ
箸
つ
か
み
競
争
』

横
手「
四
季
の
市
」

横
手「
四
季
の
市
」

　
10
月
９
日
、
横
手
地
域
局

　
市
民
広
場
（
写
真
は
抽
選

　
会
の
様
子
）

増
田
じ
ま
ん
市

増
田
じ
ま
ん
市

　
10
月
３
日
、
よ
こ
て
市
商

　
工
会
増
田
支
部
駐
車
場

県境では…

十
文
字 

秋
の
収
穫
祭

十
文
字 

秋
の
収
穫
祭

　
10
月
10
日
、
道
の
駅
十
文
字

　『
小
麦
粉
ま
め
探
し
ゲ
ー
ム
』な

　
ど
の
楽
し
い
企
画
も
大
好
評
！

よこてにぎわいカーニバル2010よこてにぎわいカーニバル2010
　９月25～26日、横手地域局前富士見大通り
　各地のこだわりの料理や物産品が大集合。特に
　横手牛の丸焼きには長蛇の列ができました。
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笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい

篠木　淑子さん
しのき　よしこ（37歳・増田） 

　
「
と
て
も
気
さ
く
で
し
っ
か
り

と
し
た
人
」
と
、
子
育
て
仲
間
や

近
所
の
み
な
さ
ん
か
ら
親
し
ま
れ

て
い
る
淑
子
さ
ん
は
、
東
京
都
練

馬
区
出
身
で
す
。

　
夫
の
卓
さ
ん
と
の
結
婚
を
き
っ

か
け
に
、
増
田
地
域
に
移
り
住
ん

で
14
年
目
。
長
男
の
諒
太
く
ん
、

次
男
の
達
也
く
ん
と
い
う
２
人
の

お
子
さ
ん
に
も
恵
ま
れ
、
子
育
て

に
励
み
な
が
ら
、
家
族
の
た
め
に

働
く
卓
さ
ん
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
雪
国
に
縁
が
あ
っ
た
の
か
、
中

学
も
高
校
も
修
学
旅
行
先
は
東
北

地
方
だ
っ
た
と
い
う
淑
子
さ
ん
。

「
夫
を
信
じ
て
何
も
考
え
ず
に
横

手
に
来
ま
し
た
。
子
ど
も
を
地
域

の
宝
と
し
て
か
わ
い
が
っ
て
く
れ

ま
す
し
、
自
然
が
豊
か
で
食
べ
物

も
お
い
し
い
。
子
育
て
に
は
と
て

も
良
い
環
境
で
す
」
と
、
横
手
で

の
暮
ら
し
を
気
に
入
っ
て
い
る
様

子
が
伺
え
ま
す
。

　
淑
子
さ
ん
の
明
る
い
笑
顔
の
源

の
一
つ
は
、
花
が
大
好
だ
と
い
う

義
母
の
妙
子
さ
ん
。
一
緒
に
出
か

け
る
と
、
実
の
親
子
と
間
違
わ
れ

る
ほ
ど
仲
が
良
い
そ
う
で
す
。
取

材
の
間
は
、
少
し
緊
張
気
味
だ
っ

た
淑
子
さ
ん
。
そ
れ
を
和
ら
げ
る

よ
う
に
、
妙
子
さ
ん
が
心
を
込
め

て
育
て
た
花
々
が
優
し
く
淑
子
さ

ん
を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

思えば
遠くへ
来たもんだ

輪
ゆか
いだ

阿部　大地さん
あべ　だいち（24歳・横手）

　
「
人
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
で
き
る
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事
が
好
き
で
す
。
も
っ
と
成
長

し
、
誇
り
を
持
っ
て
続
け
て
い
き
た
い
」
と
言

う
大
地
さ
ん
は
『
株
式
会
社
虹
の
街
大
曲
営
業

所
』
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　
大
地
さ
ん
は
、
持
ち
前
の
責
任
感
と
明
る
さ

で
、
鳳
中
・
平
成
高
校
時
代
に
は
生
徒
会
長
を

務
め
、
高
校
卒
業
後
に
介
護
事
業
所
に
就
職
。

介
護
施
設
の
職
員
と
い
う
道
も
あ
り
ま
し
た
が
、

「
毎
日
の
生
活
を
通
し
て
利
用
者
と
き
ち
ん
と

向
き
合
え
る
在
宅
の
訪
問
介
護
が
自
分
に
は
合

っ
て
い
る
」
と
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事
に

こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
打
ち
込
ん
で
き
ま
し
た
。

　
調
理
や
入
浴
介
助
な
ど
、
慣
れ
る
ま
で
は
大

変
だ
っ
た
と
振
り
返
る
大
地
さ
ん
。
「
利
用
者

や
家
族
に
心
か
ら
受
け
入
れ
て
も
ら
え
た
時
が

一
番
う
れ
し
い
。
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
た

み
な
さ
ん
に
感
謝
し
て
が
ん
ば
り
た
い
」
と
語

る
大
地
さ
ん
の
笑
顔
か
ら
は
、
言
葉
だ
け
で
は

決
し
て
伝
わ
ら
な
い
優
し
さ
と
あ
た
た
か
さ
が

に
じ
み
出
て
い
ま
し
た
。

　このコーナーでは、まちのフレッシュさんを
リレー方式でご紹介します。阿部さんは、前回
の伊藤さんからのご紹介です。

■面積　48.16k㎡
■人口　707,981人
■世帯　333,883世帯

東京都 練馬区
埼玉県

神奈川県 東京湾

東京都

た
く

　小さな布をいくつも縫い合わせて作るパッチワー
クは、ぬくもりのある作品が人気の手芸です。
　増田町婦人会パッチワーククラブは、パッチワ
ーク好きの仲間が集まり３年前に結成。15人が所
属し、毎月第２・４木曜日に増田地域多目的研修
センターで活動を行っています。これまでバッグ
やポーチなどを手掛け、現在は壁掛けを作成中。
良い作品ができるよう、会員同士でアドバイスし
ながらがんばっています。
　「はぎれの色や柄を考え、ひと針ひと針手間を
掛け、色鮮やかな作品ができた時は何とも言えま
せん。次は何を作ろうかなと考えるのも楽しみの
ひとつです」と笑顔で話す会員の皆さん。
　代表の鶴飼さんは「年に一度、展示会を行うこ
とで会員の腕前も上達しています。同じ趣味を持
つ仲間の集まりなので何でも気軽に話し合え、和
気あいあいと活動しています」と話していました。
◆問合せ　鶴飼さん　45-5123

材料（４人分）
○シイタケ…100g ○エノキタケ…100g ○シメジ…100g
○ニンニク…１かけ ○オリーブオイル…大さじ２ ○日
本酒…大さじ１ ○しょう油…小さじ１ ○塩…小さじ1/5 
○コショウ・枝豆・食用菊・赤唐辛子…各少々

作り方
①枝豆、食用菊は茹でておく。
②シイタケのいしづきを取り６つに切る。エノキタケは
　根を切り半分の長さに切る。シメジは根を切りほぐす。
③フライパンにオリーブオイルを熱し、細かく刻んだニ
　ンニクを炒め、香りが出たら②を入れ強火で炒める。
　日本酒を加え、しょう油、塩、コショウで味付けする。
④むき枝豆を混ぜて器に盛り、茹でた菊と薄く輪切りに
　した赤唐辛子を添える。

◎今月の紹介者

11月の旬食材   　　 『シイタケ』

旬の地産食材で健康づくり

食と農からのまちづくり

パッチワーククラブ

パッチワークサークル【増田】
増田町婦人会１人分の栄養素

エネルギー 85.0Kcal
タンパク質  3.0g
脂　　　質  6.7g
塩　    分  0.5g

主食/黄色

副菜/緑色

食事バランスガイド

主菜/赤色

牛乳・乳製品
/むらさき色

果物
/青色

1

21 1 2

2 3 4 5

2 3 4 5 6

2 3 4 5 6 7

1

1

横手市食生活改善推進協議会
雄物川支部
奥山トミさん（雄物川）

　作り置きを冷凍保存して、パス
タや焼きうどん、野菜サラダに混
ぜても美味しいです。きのこは食
物繊維が多く含まれ、便秘予防、
血糖値やコレステロールの上昇を
緩やかにする効果があります。

輪
ゆか
いだ

　　　　　横手産菌床シイタケ
　　　　は県内一の生産量を誇
ります。肉厚で香り豊かなシイ
タケは、食べ応えのある食感と
風味が楽しめます。雄物川地域
ではエリンギ・ブナシメジなど
様々なキノコの栽培も盛んです。
これからの季節、お鍋の食材に
欠かせないキノコ。みなさん是
非たくさん食べてください。
（菌床シイタケ栽培農家後継者・佐藤宏和さん・雄物川）

きのこのソテー
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笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい 

おともだち

　
　
第
６
回
育
児
講
座
　
　
　
　

   

『
楽
し
く
歯
み
が
き
教
室
！
』

　
子
ど
も
の
歯
み
が
き
嫌
い
を
な
く

し
、
健
康
な
歯
を
保
つ
教
室
で
す
。

◆
日
時
／
11
月
12
日（
金
）午
前
10
時

　
15
分（
受
付
開
始
）〜
11
時
30
分

◆
場
所
／
平
鹿
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◆
講
師
／
柴
田
歯
科
医
院（
羽
後
町
）

　
の
歯
科
衛
生
士
３
人

◆
定
員
／
親
子
30
組（
参
加
無
料
）

◆
申
込
み
／
大
森
町
子
育
て
支
援
セ

　
ン
タ
ー  

２
６
‐
３
１
３
２

　
　
横
手
市
地
域
自
立
支
援
協
議
会

　
　
研
修
会

　
県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ

き
の
と
う
秋
田
の
臨
床
心
理
士
・
若
狭

智
子
氏
を
講
師
に
迎
え
、発
達
障
が
い

に
関
す
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
／
11
月
26
日（
金
）午
後
２
時

　
〜
４
時

◆
場
所
／
サ
ン
サ
ン
横
手（
参
加
無
料
）

◆
問
合
せ
／
市
福
祉
環
境
部
社
会
福

　
祉
課  

３
５
‐
２
１
３
２

　
　
消
費
者
問
題
研
修
会
『
ノ
ー

　
　
レ
ジ
袋
運
動
パ
ー
ト
２
』

◆
日
時
／
11
月
９
日（
火
）午
後
１
時

　
30
分
〜
３
時
20
分

◆
場
所
／
か
ま
く
ら
館

◆
参
加
費
／
無
料

◆
問
合
せ
／
市
産
業
経
済
部
商
工
労

　
働
課  

４
５
‐
５
５
１
６

　
　
横
手
市
民『
食
の
ア
カ
デ
ミ
ー
』

　
　
地
産
地
消
料
理
講
習
会
11
月
期

◆
テ
ー
マ
／
『
と
れ
た
て
新
米
で
、

　
寿
し
ま
ん
ま
』
　

◆
日
時
／
11
月
17
日（
水
）午
前
10
時

　
〜
午
後
１
時

◆
場
所
／
大
雄
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

◆
参
加
費
／
５
０
０
円
（
材
料
代
）

◆
申
込
開
始
／
11
月
10
日（
水
）午
前

　
10
時
（
定
員
先
着
15
人
）

◆
申
込
み
／
よ
こ
て
『
食
の
ア
カ
デ

　
ミ
ー
』  

３
５
‐
２
１
９
３
　

　
　
秋
田
大
学
横
手
分
校

　
　
大
学
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　

　『
地
域
に
開
い
た
大
学
の
〝
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
・
デ
ス
ク
〞
秋
田
大
学

横
手
分
校
か
ら
の
発
信
』
を
テ
ー
マ

に
横
手
分
校
の
取
り
組
み
事
例
紹
介

と
、
地
域
波
及
効
果
を
考
え
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

※
事
前
に
電
話
申
込
み
必
要

◆
日
時
／
11
月
19
日（
金
）午
後
２
時

　
30
分
〜
５
時
（
参
加
無
料
）

◆
場
所
／
横
手
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル

◆
申
込
み
／
秋
田
大
学
横
手
分
校

　
　
３
８
‐
８
３
０
４

　
　
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
参
加
者

　
　
募
集
！

　
妊
婦
さ
ん
と
家
族
が
安
心
し
て
出

産
を
乗
り
越
え
る
教
室
の
開
催
で
す
。

◆
対
象
／
妊
娠
16
週
以
降
の
方

　
※
マ
タ
ニ
テ
ィ
ビ
ク
ス
は
妊
娠
20

　
週
以
降
の
方

◆
日
程
・
内
容
／【
１
回
目
】11
月
５
日

　（
金
）、食
事
の
と
り
方
・
沐
浴
練
習
・

　
パ
パ
の
妊
婦
体
験
【
２
回
目
】
11

　
月
12
日（
金
）、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ビ
ク

　
ス
・
い
の
ち
の
話
・
歯
科
講
話

◆
申
込
期
限
／
11
月
４
日（
木
）

◆
場
所
／
横
手
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
時
間
／
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

◆
定
員
／
各
講
習
18
組（
参
加
無
料
）

◆
申
込
み
／
横
手
保
健
セ
ン
タ
ー
　

　  

３
３
‐
９
６
０
０

　　
　
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
の

　
　
相
談
会

　
補
聴
器
の
交
付
や
修
理
申
請
、
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
申
請
な
ど
を

行
い
ま
す
。
身
体
障
害
者
手
帳
、
印

鑑
、
補
聴
器
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
11
月
９
日（
火
）午
前
９
時

　
30
分
〜
11
時
30
分

◆
場
所
／
サ
ン
サ
ン
横
手
　

◆
問
合
せ
／
市
福
祉
環
境
部
社
会
福

　
祉
課  

３
５
‐
２
１
３
２
　
２
６

　
‐
２
１
１
８

　
　『
冬
道
の
安
全
運
転
講
習
』と

　
　『
足
腰
ら
く
ら
く
体
操
教
室
』

　
横
手
警
察
署
交
通
課
に
よ
る
講
習

と
健
康
の
駅
推
進
室
に
よ
る
体
操
教

室
を
行
い
ま
す
。（
参
加
無
料
）

◆
日
時
／
11
月
15
日（
月
）午
前
10
時

　
〜
正
午
（
託
児
あ
り
・
要
予
約
）

◆
場
所
／
わ
ん
ぱ
く
館

◆
申
込
期
限
／
11
月
10
日（
水
）

◆
申
込
み
／
横
手
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

　
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
　
３
５
‐
７
２
１
１

　
　

　
　
女
性
セ
ン
タ
ー
・
横
手
中
央

　
　
公
民
館
ま
つ
り

　
各
学
習
サ
ー
ク
ル
が
日
ご
ろ
の
学

習
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

◆
日
時
／
11
月
６
日（
土
）・
７
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
※
作
品
展

　
示
は
５
日（
金
）午
後
か
ら
開
催

◆
場
所
／
女
性
セ
ン
タ
ー

◆
内
容
／
芸
能
発
表
、
作
品
展
示
、

　
お
茶
席
、バ
ザ
ー
、軽
食
コ
ー
ナ
ー

◆
問
合
せ
／
女
性
セ
ン
タ
ー  

３
３

　
‐
３
９
９
５
、
横
手
中
央
公
民
館 
 

　
３
２
‐
３
１
３
７

　
　
第
２
回
南
部
地
区

　
　『
家
族
介
護
者
教
室
』の
開
催

　
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
講
座

で
す
。

◆
日
時
／
11
月
17
日（
水
）午
後
１
時

　
30
分
〜
３
時
30
分

◆
場
所
／
平
鹿
町
ゆ
と
り
館

◆
定
員
／
30
人
（
参
加
無
料
）

◆
対
象
／
市
内
で
在
宅
介
護
を
し
て

　
い
る
方
や
介
護
に
関
心
の
あ
る
方

◆
申
込
み
／
横
手
市
社
会
福
祉
協
議

　
会
平
鹿
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　

　  
２
４
‐
３
２
８
３

情報～information～
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information

情 報
　
　
横
手
市
雇
用
創
出
協
議
会

　
　
講
演
会
の
お
知
ら
せ

【
工
業
活
性
化
推
進
事
業
講
演
会
】

　
生
き
残
り
を
か
け
た
中
小
企
業
の

『
戦
略
的
企
業
連
携
』を
学
ぶ
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
／
11
月
５
日（
金
）午
後
２
時

　
30
分
〜
４
時
30
分 

◆
場
所
／
サ
ン
サ
ン
横
手

【
観
光
推
進
事
業
講
演
会
】

　『
国
酒
・
日
本
酒
で
町
も
人
も
、も
っ

と
元
気
に
！
』
を
テ
ー
マ
に
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
／
11
月
13
日（
土
）午
後
３
時

　
〜
５
時

◆
場
所
／
県
南
部
男
女
共
同
参
画
セ

　
ン
タ
ー

◆
問
合
せ
／
横
手
市
雇
用
創
出
協
議

　
会
事
務
局（
市
商
工
労
働
課
内
）　

　  

４
５
‐
３
９
９
０

　
　
横
手
税
務
署
か
ら
年
末
調
整

　
　
説
明
会
な
ど
の
お
知
ら
せ

【
年
末
調
整
説
明
会
】

　
給
与
の
年
末
調
整
等
の
事
務
担
当

者
を
対
象
に
、
税
制
改
正
を
含
め
て

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
／
11
月
11
日（
木
）　
　
　
　

　【
１
回
目
】午
前
10
時
〜
11
時
45
分

　【
２
回
目
】午
後
２
時
〜
３
時
45
分

◆
場
所
／
横
手
市
民
会
館

【
小
学
生
の
税
に
関
す
る
習
字
展
】

◆
期
間
／
11
月
６
日（
土
）〜
14
日（
日
）

◆
場
所
／
横
手
サ
テ
ィ

◆
問
合
せ
／
横
手
税
務
署

　  

３
２
‐
６
０
９
０

講　
座

講　
座

講　
座

講　
座

講　
座

◆日時／11月20日（土）午後１時30分～３時30分
◆内容／山のはちみつ屋（有）ビー・スケップ代表取締役
　西村隆作氏の講演、朗読劇、『一緒に描く〝横手がめざす
　まち〟』と題したパネルディスカッションなど
◆場所／市役所本庁南庁舎 ※託児あり（申込期限11月12日）
◆問合せ／市総務企画部男女共同参画・市民協働推進室    
            35-2158

横手市男女共同参画都市宣言２周年記念フォーラム横手市男女共同参画都市宣言２周年記念フォーラム

催　
し

相　
談

募　
集

お
知

ら
せ

 

講　
座

　みなさんの投票で第20回あきた十文字映画祭で上映する
作品が決まります。
◆投票期間／11月１日～11月30日　
◆投票場所／道の駅十文字、よねやハッピータウン、県南
　部男女共同参画センター、スーパーモールラッキー、よこて
　イースト（横手駅東口）ほか市外映画館など
◆投票方法／各投票所にある投票用紙に記入し投票
◆問合せ／あきた十文字映画祭実行委員会事務局（十文字
　　　　　地域局内）  42-5114

元気の出る地域づくり事業　道徳講演会
大野靖之　大雄地区　学校ライブ
元気の出る地域づくり事業　道徳講演会
大野靖之　大雄地区　学校ライブ

　シンガーソングライター・大野靖之氏が『代わりなんて
どこにもいないんだよ～世界でたった一人の大切な愛しい
いのち～』と題した講演とギターライブを開催します。
◆日時／11月18日（木）午後１時15分～２時45分　
◆会場／大雄中学校体育館
◆問合せ／大雄生涯学習センター  52-3907

献血日程
種類月日・地域

11月４日(木)
大　雄
　

11月12日(金)
横　手

11月15日(月)
十文字

実施時間
10：00～10：50
11：10～12：00
12：20～13：20
14：30～16：00
10：00～11：30
12：15～13：00
14：00～14：45
15：15～16：15
10：00～11：30
13：00～13：30
14：00～14：30
15：00～16：30

実　施　場　所
大和更生園
睦合成工業株式会社秋田工場
㈱宮腰デジタルシステムズ
横手市役所　大雄庁舎
協同組合横手卸センター
日貿産業㈱横手工場
西東北日野自動車㈱横手支店
秋田銀行横手西支店
マックスバリュ十文字店
JA秋田ふるさと十文字総合支店営農資材課
秋田県農協乳業㈱
道の駅十文字『まめでらが～』

全血

～消防本部からのお知らせ～
◎119番通報の注意
　　11月９日は『119番の日』です。とっさの場合〝慌てて
　自宅の住所が言えない〟ことのないように落ち着いて
　行動しましょう。特に携帯電話による通報は周囲の状
　況を分かりやすく報告するように心掛けましょう。
　◆問合せ／市消防本部警防課  32-1246

◎秋の火災予防運動
　　11月７日から13日まで、全県一斉の秋の火災予防運
　動が実施されます。火災から命と財産を守るため家庭
　や地域で防火対策を進めましょう。
　　・暖房器具の取り扱いに注意しましょう
　　・お年寄りや身体の不自由な人を火災から守りましょう
　　・早期に住宅用火災警報器を設置しましょう
　　　（平成23年５月31日までの設置が必要です）
　　・住宅用消火器等を設置しましょう
　　・家の周囲には燃えやすい物を置かないようにしましょう
　◆問合せ／市消防本部予防課  32-1218

～総務課からのお知らせ～
◎交通事故の防止
　　例年、この時期から年末にかけて交通死亡事故が多
　発し、特に夕暮れ時から夜間に、高齢の歩行者などが
　被害に遭うことが多くなっています。事故防止にここ
　ろがけましょう。
　◆問合せ／市総務企画部総務課  35-2161

あなたが選ぶベストワン
もう一度観たい映画市民投票

講　
座

講　
座
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地域からのお知らせ

お出かけ前にご確認くださいお出かけ前にご確認ください

診 療所療所
ご確認くださいご確認ください

休 館日館日

情報～information～

【増田地域】　　
　増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　　診 療 日　11月10日（水）
　　診療時間　14：00～15：30

【雄物川地域】　
　えがおの丘診療所
　　診 療 日　11月10・17日（水）
　　診療時間　14：30～15：30
　大沢診療所
　　診 療 日　11月８日（月）
　　診療時間　13：30～14：30

横手図書館　　11月1・3・10・17日
増田図書館　  11月1・8・15日
平鹿図書館　  11月1・2・9・16日
雄物川図書館　11月1・3・10・17日
大森図書館　　11月1・2・9・
　　　　　　　　　15～23日
十文字図書館　11月1・3・10・17日
山内図書館　　11月3・6・7・13・14日
大雄図書館　　11月1・3・4・8・11・15日

雄物川資料館　　11月1・4・8・15日
ゆっぷる　　　　11月17日
ゆとり館　　　　11月2・9・16日
えがおの丘　　　11月1・8・15日
大森健康温泉 　 11月1・8・15日
ゆとりおん大雄  11月4日
南部シルバーエリア 11月8・15日
健康の駅トレーニングセンター
　東部　　　　　11月3・10・17日
　西・南部 　　　11月6・7・13・14日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　　　　11月8・15日

情報～information～

　
第20回横手マンドリンクラブ定期演奏会
●日時／11月14日(日)午後２時開演　●場所／横手市民
会館　●入場料／500円 ●問合せ／皆川さん 　32-9438
　
しごと力ぱわーあっぷ講座『表現力向上の巻』
　スピーチなどで役に立つ表現力の基礎を学ぶ講座です。
●日時／11月18日(木)午後１時～４時 ●場所／横手プラ
ザホテル ●参加費／無料　●定員／30人 ●対象／入社
後おおむね３年以内の若手社員  ●申込み／フレッシュ
ワークＡＫＩＴＡ 　018-826-1735
　
第６回『横手市民バドミントン大会』参加者募集
●日時／11月21日(日)午前９時～　●場所／横手体育館 
●種目／１部～５部のダブルス個人戦（リーグ戦）　●申
込期限／11月11日(木)　●申込み／市バドミントン協会
事務局 伊藤さん 　090-5838-4739
　
自然を愛する皆さんの集い　
●日時／11月21日(日)午後１時開演 ●場所／煉瓦屋(寿
町) ●内容／①講演『地球温暖化と森の声』②横手を元気
に！まめでらがライブ ●参加費／800円(軽食付) ●問合
せ／煉瓦屋 　33-2811
　
とっぴんぱらりのプー 第110回昔語りの会
●日時／11月27日(土)午後１時30分～　●場所／こうじ
庵（鍛冶町） ●問合せ／尾形さん 　32-0630
　
クリスマスチャペルコンサート
　宮本亜門・演出、佐渡裕・指揮作品など多くのオペラで活
躍中のバリトン歌手・加賀清孝氏の歌声をお聴きください。
●日時／11月27日(土)午後１時30分開演 ●場所／十文字
教会（十文字町栄町） ●入場料／500円、小学生以下無料  
●問合せ／十文字教会 齋藤さん 　42-3852
　
オカリナコンサート
　オカリナ、ピアノ、フルートの音色をお楽しみください。
●日時／11月27日(土)午後２時～  ●場所／横手教会 ●
入場料／無料 ●問合せ／日高見さん 　090-4918-4674
　
秋田マックセミナー『アルコール・薬物などの依存からの回復』
●日時／11月27日(土)午後１時～ ●場所／秋田大学医学
部保健学科 ●参加費／無料 ●講師／精神科医・猪野亜朗
氏 ●問合せ／ＮＰＯ法人秋田マック 　018-874-7021
　
クリスマス手作り雑貨マーケット
　手作りのパッチワークや布小物、ビーズ、エコクラフ
トなどや手芸材料を販売します。
●日時／11月28日(日)午前10時～午後３時 ●場所／大仙市
大曲交流センター ●問合せ／小松さん 　090-7666-6001
　

idobata  plazaidobata  plazaidobata  plaza
どばたプラザい

　
第５回『東北地区押し花芸術祭in秋田展示会』
　東北地区の押し花愛好家の力作250点が展示されます。
期間中には『無料押し花はがき体験会』も開催されます。
●期間／11月５日(金)～７日(日)、午前10時～午後４時 
●場所／秋田ふるさと村（２階鳥海） ●入場料／無料 ●
問合せ／実行委員会事務局 長雄さん 　38-8787
　
市民公開講座『おもしろ動物行動学』
●日時／11月６日(土)午後１時～３時  ●場所／あさく
ら館  ●講師／北里大学・入交眞巳氏  ●参加費／無料 
●問合せ／むらおか動物クリニック 　36-1331
　
『こころ住まいる（ココロスマイル）』定例会
環境や集団になじめない、学習態度や行動が気になる、
不登校、引きこもりなどの当事者や親が悩みを語り合い
ながら具体的な支援を考えます。
●日時／11月６日(土)午後１時30分～　●場所／秋田県
南部男女共同参画センター ●参加費／無料 ●問合せ／
秋田県南ＮＰＯセンター 佐藤さん 　23-6030
　
第12回『絵で伝えよう!わたしの町のたからもの』絵画展
●期間／11月６日(土)～７日(日)、午前10時～午後４時 
●場所／かまくら館　●入場料／無料　●問合せ／横手
ユネスコ協会 柿崎さん 　32-1100
　
秋田キッズテニスプロジェクト
　国体で優勝した野中生夏選手やヨネックスインストラ
クターの指導のもと、スポンジボールでのミニテニスや
的あてゲームをします。用具は無料で貸し出しします。
●日時／11月７日(日)午後１時～２時30分※受付午後０
時30分～ ●場所／山内体育館 ●参加費／500円（参加賞
あり）●対象／５歳～小学校６年生 ●問合せ／県テニス
協会県南支部 長井さん 　090-7301-9815
　
南部シルバーエリア　各種イベント案内
【黒沢勝巳氏『油彩画』展】 入場無料
●期間／11月９日(火)～12月11日(土)、午前９時～午後５時 
【料理教室】簡単お正月料理
●日時／11月28日(日)午前９時50分～ ●参加費／1,000
円（材料費・保険料込） ●定員／20人　●申込期間／11月
２日(火)～20日(土) ●持ち物／エプロン、筆記用具 ●
申込み／南部シルバーエリア 　26-3880
　
『つかえる英語講座』（外国人教師による中級英会話教室）
●日時／11月９日(火)・30日(火)、午後７時～９時　●場
所／かまくら館　●受講料／１回1,000円（初回無料） ●
問合せ／田口さん 　080-1829-4754
　
国際ソロプチミスト横手『チャリティーワインパーティー』
●日時／11月12日（金）午後６時30分～８時30分 ●場所／
横手ステーションホテル ●参加費／3,500円 ●申込み／
朝川さん 　26-2300
　
横手平鹿合唱連盟『第17回横手平鹿合唱祭』
●日時／11月14日(日)午後１時30分開演　●場所／平鹿
生涯学習センター ●入場料／無料 ●問合せ／岩見さん 
　24-1420
　

「いどばたプラザ」は、市民団体やＮＰＯなどからのお知らせを掲載す
るコーナーです。掲載を希望する場合は、発行日の15日前までに内容が
わかるものを市長公室広報担当（連絡先は最終ページに掲載）にお寄せ
ください。なお、内容や情報量などによって、ご希望に添えない場合
もありますので、あらかじめご了承ください。

弾丸バスツアー『都内で婚活』弾丸バスツアー『都内で婚活』弾丸バスツアー『都内で婚活』
　夜行バスで東京に行き婚活パーティーに参加します。秋田
の良い所を紹介しながら、素敵な出会いを見つけませんか。
◆日　程／11月19日（金）20：45 県平鹿地域振興局集合
　　　　　　　20日（土）12：00～15：00 婚活パーティー
　　　　　　　21日（日） 6：00 県平鹿地域振興局到着予定
◆場　所／オリジナルダイニングＴＯＵＲＩ（東京都新宿）
◆参加費／25,000円（交通費、食事代）　
◆定　員／40人 ※定員になりしだい終了
◆参加資格／県内在住の20歳～45歳位までの独身男性
◆申込み／トラベルＪＩＲＯ 　018-884-3663
◆問合せ／日本一住みよい県にする会 泉谷さん
          　42-2130 　 nankatsu2010＠gmail.com
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佐藤 光昭さん（42歳・山内）
さとう　みつあき
昭和43年、旧大曲市生まれ。地元の高校を卒業後、
日本料理人を志し上京。都内の料亭を数店舗巡り、
料理の基礎を学ぶ。平成４年に帰郷し、県内のホテ
ルや式場でその腕を磨き、同10年から『あいのの温
泉鶴ヶ池荘』に勤務。同12年から料理長を務める。
平成22年度市優良技能者。

日本料理人

料理人として
食材、地域を活かす方法に挑む

料理は〝発想〟から生まれる。
攻めのサービスがあってもいいと思う。

　いものこの里・山内 　 あいのの温泉鶴ヶ池荘の
料理長に就任して丸10年。見た目の美しさと繊細な
味、伝統ある日本料理を追求してきた料理人は、こ
の秋『横手市優良技能者』に選ばれた。
　日本料理人の道を歩むことを決意し、高校卒業後
に上京。東京都内の料亭を皮切りに、６年余りの修
行で日本料理の基礎を習得した。「皿洗いから始め
て、最初の一年は本当に辛かった。仕事が終わった
後で、一人〝かつら剥き〟の練習をしたり。自分の
安い給料で買った食材だからね…より丁寧に食材を
扱うことを教えられた」と、当時を懐かしむ。その
後、24歳で帰郷し、県内のホテルや式場で経験を積
んだ。それまでは少人数を相手に料理を提供してい
たが、宴会や婚礼料理に携わったことで、大人数を
こなす術を覚えた。ここでの経験が、温泉施設にお
ける料理人としての資質を高めたと巧は話す。
　料理長になったころから『地域に愛され、地域を
ＰＲするために、料理人として何ができるのか』を
常に考えてきたという。山内の、鶴ヶ池荘の、売り
は何か…行き着いた先はやはり いものこ　だった。
山内産いものこを使い試した料理は数百にものぼる。
そして新たに、いものこ焼酎『鶴ごころ』を世に送
り出した。巧の探求心が実り、今年度、県特産品開
発コンクールで奨励賞を受賞した。
　「これからも、いものこを使った料理を生み出し
て、自ら山内を売り込んでいきたい。これが、料理
人の自分にできる、唯一無二の方法なんです」と語
る瞳からは、飽くなき挑戦に対する、力強い意気込
みが伝わってきた。

〝　　　　 〟

　
「
愛
着
を
も
て

る
地
元
が
あ
る
っ

て
羨
ま
し
い
。
近

す
ぎ
る
と
、
そ
の

良
さ
に
、
な
か
な
か
気
付
け
な
い
も

ん
だ
よ
…
」
と
東
京
出
身
の
新
聞
記

者
は
言
っ
た
。
２
年
間
の
横
手
生
活

で
多
く
を
取
材
し
歩
き
回
っ
た
彼
女

は
、
こ
の
11
月
で
東
京
本
社
に
戻
る
。

市
は
９
月
、
10
月
を【
黄
金
月
間
】と

銘
打
ち
、
毎
週
末
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
プ
レ
オ
ー
プ
ン

し
た
駅
前
『
に
ぎ
わ
い
ひ
ろ
ば
』
は

そ
の
名
の
と
お
り
、
連
日
賑
わ
っ
て

い
る
様
子
。
ま
た
、
本
格
始
動
し
た

イ
ベ
ン
ト
Ｆ
Ｍ
も
好
調
の
よ
う
だ
。

今
の
横
手
、
活
気
づ
い
て
る
よ
ね
。

改
め
て
…
ス
ゴ
ク
な
い
!?
（
美
佳
）

・
・
・

　
読
者
の
声
『
た
よ
り
』
は
、
読
者
の

皆
さ
ん
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
市
へ
の
意
見

や
市
報
の
感
想
な
ど
を
、
は
が
き
や
封

書
、
フ
ァ
ク
ス
で
左
記
の
あ
て
先
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。
お
た
よ
り
に
は
、

必
ず
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
（
市
報
に
掲
載
す

る
場
合
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
か
イ
ニ
シ
ャ
ル

を
希
望
す
る
方
は
、
氏
名
の
後
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
）

　
な
お
、
お
た
よ
り
を
く
だ
さ
っ
た
方

の
中
か
ら
、
抽
選
で
『
読
者
プ
レ
ゼ
ン

ト
』
の
商
品
を
差
し
あ
げ
ま
す
。
応
募

方
法
は
27
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
た
よ
り
」の
あ
て
先

〒
０
１
３
‐
８
６
０
１

横
手
市
条
里
一
丁
目
１
番
64
号

横
手
市
役
所
市
長
公
室
　
広
報
広
聴
担

当
あ
て
　
　
３
３
‐
６
０
６
１

（「
た
よ
り
」と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
）
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※
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
記
載
内
容
の

　
確
認
お
よ
び
商
品
の
発
送
の
目
的
に
使
用
し
、
こ

　
の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

お
た
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
８
月
14
日
、
恒
例
の
同
期
会
、

早
い
も
の
で
も
う
還
暦
。
数
十
年

振
り
に
参
加
し
、
神
社
で
御
祓
い

を
受
け
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
市
内

を
巡
り
、
懐
か
し
の
新
旧
小
学
校

を
見
て
感
激
し
、
涙
が
出
ま
し
た
。

ま
た
子
ど
も
だ
っ
た
頃
家
族
で
買

い
物
し
た
四
日
町
、
大
町
商
店
街
、

駅
前
は
寂
し
い
限
り
で
し
た
。
好

意
に
甘
え
、
友
人
宅
に
一
泊
し
、

翌
日
ま
で
語
り
明
か
し
、
自
分
の

原
点
を
再
確
認
し
た
二
日
間
で
し

た
。
お
土
産
の
野
菜
は
格
別
の
味

で
し
た
。
同
期
生
の
細
や
か
な
準

備
に
心
を
打
た
れ
、
再
会
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

（
佐
藤
淑
子
さ
ん
・
59
歳
・
千
葉
県
）

　
朝
の
ゴ
ミ
出
し
の
時
に
一
緒
に

な
っ
た
奥
様
が
「
早
く
新
米
が
食

べ
た
い
な
ぁ
」
と
恋
し
い
人
を
待

っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
言
い
方
を

し
て
い
た
の
で
、
私
も
「
そ
う
だ

な
ぁ
。
ご
は
ん
つ
ぶ
が
ピ
カ
ピ
カ

に
光
っ
て
い
て
お
い
し
い
も
ん
な

ぁ
」
と
話
が
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。

も
う
新
米
の
季
節
だ
な
と
感
じ
、

食
欲
の
秋
に
思
い
を
め
ぐ
ら
し
ま

し
た
。

（
米
大
好
き
お
ば
さ
ん
・
56
歳
・
横
手
）

　
赴
任
前
は
一
刀
流
形
稽
古
と
剣

道
を
週
３
〜
４
回
稽
古
し
て
い
た

の
で
、
横
手
に
来
て
稽
古
が
で
き

る
の
か
不
安
で
し
た
。
と
こ
ろ
が

横
手
市
剣
道
連
盟
の
皆
さ
ん
、
近

隣
の
稽
古
仲
間
の
方
々
が
快
く
迎

え
て
く
れ
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

稽
古
が
で
き
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

武
道
館
や
体
育
館
の
管
理
人
さ
ん

も
予
約
時
に
親
切
に
し
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。
小
中
高
生
か
ら
還

暦
過
ぎ
の
皆
さ
ん
と
こ
れ
か
ら
も

剣
を
交
え
て
語
り
合
い
た
い
で
す
。

　（
ル
ー
ト
66
さ
ん
・
52
歳
・
横
手
）

　　
足
を
骨
折
し
て
し
ま
い
慣
れ
な

い
松
葉
杖
で
道
の
駅
十
文
字
「
ま

め
で
ら
が
〜
」
に
立
ち
寄
っ
た
日

の
こ
と
で
す
。
松
葉
杖
に
バ
ッ
グ

を
抱
え
不
自
由
に
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
パ
ッ
と
駆
け
寄
り
世
話
を
し

て
く
れ
た
店
員
さ
ん
。
お
か
げ
で

私
は
無
事
に
用
事
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
、
本
当
に
助
か
り
ま
し
た
。

ほ
か
の
店
員
さ
ん
も
と
て
も
親
切

で
「
大
丈
夫
？
」
と
声
を
掛
け
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

人
的
環
境
の
良
さ
も
、
施
設
の
成

功
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
道
の
駅
十
文
字

「
ま
め
で
ら
が
〜
」
の
発
展
を
心

か
ら
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

（
コ
ス
モ
ス
お
ば
さ
ん
・
56
歳
・
増
田
）

　
10
月
に
入
り
、
め
っ
き
り
寒
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
秋
は
お
い
し

い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

我
が
家
に
は
栗
の
木
が
三
本
あ
り

ま
す
。
渋
皮
煮
、
あ
ま
煮
、
栗
ご

は
ん
。
少
し
ダ
イ
エ
ッ
ト
し
な
く

て
は
と
思
う
の
で
す
が
、
食
欲
の

秋
に
は
勝
て
ま
せ
ん
ね
!!

（
岩
ち
ゃ
ん
さ
ん
・
59
歳
・
十
文
字
）

　
数
十
年
ぶ
り
の
懐
か
し
い
瀧
ノ

沢
、
笹
舟
を
つ
く
り
流
し
て
童
心

に
。
興
味
津
津
に
憩
い
の
森
へ
、

眼
下
の
郷
土
と
遠
く
に
山
波
を
眺

め
感
無
量
に
。
深
緑
を
浴
び
て
の

散
策
、
珍
し
い
蟻
地
獄
や
草
木
に

出
会
い
、
た
だ
「
ホ
ォ
ー
」
と
。

鳥
居
跡
の
由
来
や
三
角
点
を
見
聞

き
し
納
得
。
熊
野
堂
跡
の
史
跡
を

知
る
。
山
荘
で
の
休
止
は
心
身
を

癒
す
。
体
験
と
小
話
を
交
え
て
の

案
内
に
満
足
。
素
晴
ら
し
い
森
な

の
に
利
用
者
は
極
少
数
で
「
勿
体

な
い
森
・
不
思
議
な
森
」
だ
と
い

う
の
は
残
念
。
健
康
づ
く
り
に
も

も
っ
と
利
用
を
と
思
っ
た
。

（
10
月
７
日
の
半
日
観
光
の
感
想
）

（
瀧
澤
憩
森
さ
ん
・
61
歳
・
横
手
）

　
先
日
東
京
出
身
の
友
人
と
会
っ

た
時
、
東
京
の
オ
フ
ィ
ス
街
に
横

手
や
き
そ
ば
を
売
る
屋
台
が
あ
り
、

人
気
だ
と
聞
き
ま
し
た
。
韓
国
の

人
も
、
今
で
は
「
秋
田
出
身
」
と

言
う
と
「
あ
の
ア
イ
リ
ス
が
舞
台

に
な
っ
た
」
と
興
味
を
持
っ
て
く

れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
も
っ
と

横
手
、
秋
田
の
良
さ
を
県
外
・
国

外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
秋

田
の
イ
メ
ー
ジ
が
良
く
な
り
、
住

む
の
に
魅
力
的
な
場
所
と
考
え
て

く
れ
る
人
も
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

（
カ
ニ
ー
さ
ん
・
24
歳
・
横
手
）

　
10
月
２
日
、
市
制
施
行
５
周
年

記
念
式
典
で
『
市
民
歌
』
を
聞
か

せ
て
も
ら
い
大
変
感
動
し
ま
し
た
。

詞
・
曲
と
も
、
す
ば
ら
し
く
、
こ

れ
か
ら
い
ろ
ん
な
場
面
で
耳
に
す

る
の
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
歌
が
で

き
て
、
感
激
!!

（
み
っ
ち
ゃ
ん
さ
ん
・
59
歳
・
増
田
）

　
新
し
い
横
手
市
が
発
足
し
、
丸

５
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
月
日

の
経
つ
の
は
本
当
に
早
い
と
思
い

ま
す
。
一
つ
の
区
切
り
の
年
に
、

す
ば
ら
し
い
横
手
市
民
歌
が
出
来

上
が
り
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
市
の

「
花
」
「
木
」
「
鳥
」
の
募
集
が

あ
っ
た
時
、
私
達
夫
婦
も
熟
考
し
、

応
募
し
た
の
が
、
花
・
さ
く
ら
、

木
・
り
ん
ご
、
鳥
・
白
鳥
だ
っ
た

の
で
、
市
報
を
見
て
三
つ
と
も
ず

ば
り
当
た
っ
て
い
た
こ
と
を
喜
び

合
い
ま
し
た
。
今
後
ま
す
ま
す
住

み
良
い
町
に
な
り
ま
す
よ
う
祈
念

い
た
し
ま
す
。

（
お
花
大
好
き
さ
ん
・
80
歳
・
十
文
字
）

日本国秋田県横手市

1111
（９/16～10/15日到着分）

（９/16～10/15日到着分）

１１
20102010

ふれあい
　語り合い
ふれあい
　語り合い

読者同士の交流や情報
交換に、いろいろな声
をお寄せください。

べしなに

た
よ
り

木々が赤く色付き始めた横手公園

木々が赤く色付き始めた横手公園

読者の声

山
内
い
も
の
こ
を
使
っ

た
焼
酎
『
鶴
ご
こ
ろ
』

　
　
　
　
　
　
味
わ
い
、
ね
ば
り
、

　
　
　
　
　
香
り
が
濃
い
と
評
判
の

　
　
　
　
　
山
内
産
〝
い
も
の
こ
〞

を
厳
選
し
、
焙
煎
仕
込
み
で
仕
上
げ

た
本
格
焼
酎
。
素
材
の
良
さ
を
そ
の

ま
ま
に
、
豊
か
な
旨
味
と
独
特
の
香

ば
し
い
風
味
が
特
徴
の『
鶴
ご
こ
ろ
』

（
７
２
０
ml
）を
、
３
名
の
方
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

【提供】
あいのの温泉
鶴ヶ池荘　53-2131

応
募
方
法
　
　
発
行
号「
11
月
１
日
号
」、
郵
便

　
　
　
　
　
　
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を

明
記
し
、
必
ず
「
た
よ
り
」
の
文
面
を
添
え
て

お
送
り
く
だ
さ
い
。
当
選
者
の
発
表
は
商
品
の

発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

締
め
切
り
は
　
11
月
25
日
（
消
印
有
効
）

む



【無料相談】  行 … 行政   税 … 税務（10：00～12：00／13：00～15：00）
      法 … 法律（要予約）    心 … 心配ごと（9：30～12：00）

【救急医療】 当 … 休日救急当番医（9：00～12：00）

      児 … 日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）

【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口 32-2111（内線8529）
 ・毎週月曜～木曜 10：00～12：00／13：00～15：00

心法
税

急
児

　　

行

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

７日（日）「レミーのおいしいレストラン」　　　　【 分】
日（日）「リトル・レッド　レシピ泥棒は誰だ 」 【 分】
日（日）「カールじいさんの空飛ぶ家」　　　　   【 分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　

11/

文化の日

市
報
よ
こ
て
　
№

年（
平
成
年
）
月
１
日
号

　
発
行
／
横
手
市
 
：

（
代
）　
　
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
／
総
務
企
画
部
市
長
公
室
　
〒

横
手
市
条
里
一
丁
目
１
番
号
　

：
　

：
　
　

Pick
 up

!!

Pick
 up

!!ピックアップ

ピックアップ

保呂羽山霜月神楽

■ 月７日（日）～８日（月）
　

　国指定重要無形民俗文化財『保呂羽山霜月神
楽』は 年以上の歴史があり、純神道の湯立
神楽としては日本最古のものとされています。
　神に今年の収穫を感謝し、来る年の五穀豊穣
や息災安穏を祈って の神事が夜を徹して行わ
れます。
◆日　時／ 月７日（日）： ～８日（月）６： 頃
◆場　所／保呂羽山波宇志別神社里宮神殿
◆問合せ／市教育委員会文化財保護課　
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　北東北の新たな美術・
工芸・デザインの人材育
成拠点として、秋田公立
美術工芸短期大学が開学
して 年。これまで実践
してきた教育の理念と公
立大学の使命である地域
とのかかわりについて、
教員の研究活動のひとつ
であるモノづくりを通し
て紹介します。

◆時　間／９： ～ ： （入場無料）
◆場　所／県立近代美術館５階展示室
◆問合せ／県立近代美術館　

 

Pick
 up

!!

Pick
 up

!!ピックアップ

ピックアップ県立近代美術館・企画展
こころ揺さぶるモノづくり
■ 月 日（日）まで開催中

　 月６日（土）・７日（日）には、秋田ふるさと村
会場で、小菊の販売なども行われます。

期　間／ 月７日（日）まで、９： ～ ：
場　所／秋田ふるさと村、よこてイースト にぎわ
　　　　いひろば（横手駅前）
問合せ／（社）横手市観光協会　

 『よこて菊まつり』開催中！

は　う　 し　わけ

 法 十文字町幸福会館

    10：00～12：00、社協・十文字福祉センター 42-5858

 心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

第10回 平鹿りんご味覚まつり 10：00～、ゆっぷる

 急 針生皮膚科内科医院（横手） 32-9461

 心 社協・横手福祉センター（四日町）

 心 十文字町幸福会館

保呂羽山霜月神楽

横手市児童虐待防止講演会
 13：00～15：00、平鹿生涯学習センター

 急 市立横手病院（斉藤医師） 32-5001

 児 平鹿総合病院（岡田医師） 32-5124

 法 社協・大雄福祉センター

    10：00～12：00、社協・大雄福祉センター 52-3311

 心 大森コミュニティセンター

 法 社協・横手福祉センター（四日町） 10：00～12：00／

   13：00～15：00、社協・横手福祉センター 33-8668

 心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）

 心 雄物川コミュニティセンター

 税 社協・横手福祉センター（四日町）

 心 増田地区多目的研修センター

 行 横手地域局１階総合案内 13：00～15：00

 行 心 社協・大雄福祉センター

 急 渡邊医院（大雄） 52-3108

矢口高雄サイン会 14：00～（    ）、増田まんが美術館

 児 平鹿総合病院（無江医師） 32-5124

 行 大森コミュニティセンター 9：30～12：00

 心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

 法 市役所南庁舎 13：00～15：00、市総務課 35-2161

 心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）

大野靖之 学校ライブ 13：15～、詳しくは23ページ

 心 社協・横手福祉センター（四日町）

 心 十文字町幸福会館

5 金

3 水

4 木

1 月

2 火

木

19 金

10 水

11

13 土

14

6 土

7 日

8 月

9 火

木

12 金

日

15 月

20 土

火

17 水

16

18

 　　　 みどりの朝市さよならセール
日 時／11月13日（土）5：30～
場 所／横手地域局駐車場
問合せ／横手地域局産業建設課 32-2718

 　　　十文字朝市『秋の感謝祭』
日 時／11月３日（水）9：00～正午頃
場 所／十文字朝市（十文字町腕越字西原）
内 容／抽選付き“いもの子汁”100円（9：00～）、大好
    評タイムサービス（10：30～）など
    ※いずれも数量限定、お早めに！
問合せ／十文字地域局産業建設課 42-5119

行
行

行

法

法

急

急
児

急
児

暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー

心

心

心
心

心

心
心

法

税

心
心

心

心
法

Pick
 up

!!

Pick
 up

!!ピックアップ

ピックアップ

心

ゆ　だて

整理券配布
は9：00から


